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1.本書は高松海岸線街路事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書の第1冊で,高松市九の内に所在する高松城跡(江

戸長屋跡 I)の調査報告を収録した。

発掘調査及び整理作業については高松市教育委員会が実施した。

調査から報告書作成に至るまで,下記の関係機関ならびに方々の助言と協力を得た。記して謝意としたい。

香川県教育委員会,四国通商株式会社,片桐孝浩 (香川県教育委員会),松本和彦 (香川県歴史博物館)(被称略)

高松城跡 (江戸長屋跡 I)の調査は,文化振興課文化財専門員小川賢・渡邊誠が行った。

以下の業務については,委託業務として行った。

基準点打設 :株式会社イビソク

遺物保存処理 :株式会社吉田生物研究所

遺物写真撮影 :西大寺フォト (図版 15-1を 除く)

6.本書の執筆は第3章第 3節 と第4章第 1節 を渡邊が行い,それ以外は編集と合わせて小川が行つた。

7.本文の挿図として,国土地理院発行地形図 5万分の 1「高松」及び高松市都市計画図 2千 5百分の 1「高松

市街北部」を一部改変して使用した。

8.発掘調査で得られた資料は,高松市教育委員会で保管している。

9 本報告書の高度値は海抜高を表し,方位は座標北 (世界側地系)を表す。

10,本書で用いる遺構の略号は次のとおりである。

SA:柵列状遺構  SD:溝状遺構  SK:土坑  SP:柱穴  SX:性格不明遺構

11.土壊及び土器観察の色調表現は,新版 標準土色帖 (農林水産省技術会議事務局監修・財団法人日本

色彩研究所色表監修 )|こ拠る。
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第 1章 調査 の経緯 と経過

第1節 調査の経緯 (第 1図参照)

現在,旧高松城中堀の堀端に相当する都市計画道路 ,

高松海岸線は拡幅・整備事業が計画されている。この事

業の実施にあたっては,当路線が国史跡高松城に北接し

ていること,かつ旧高松城跡の武家地と南接しているこ

とから,事業主体である高松市 鰭焉市計画課)と高松市

教育委員会 (以下 市教委)との事前協議を経て,市荻

委が拡幅工事の範囲について逐次,試掘調査を実施し,

埋蔵文化財の包蔵状況の確認を行ってきた経緯がある。

当調査地点については同路線の拡幅部分に該当するも

のではないが 同事業における民有地との土地交渉に係

る範囲となっており,北接する拡幅部分については平成

15年度に試掘調査が実施され,旧高松藩での広範囲に

わたる武家地である江戸長屋に比定される地区であるこ

と, これと合わせて遺構・遺物の確認状況を考慮した結

果,当地点も含め周知の埋蔵文化財包蔵地に該当するも

のと判断された。

この後,高松市は当地点の土地交渉に係り,土地造成

を行う計画を立て,平成 19年 5月 16日 に埋蔵文化財発

掘通知 (文化財保護法第 94条第1項 )を提出し,これ

に対し香川県教育委員会から事前に発掘調査を実施する

旨の指導があった。

以上のような経緯のもと,同年 6月から当地点の約 84

∬を対象に市教委が発掘調査を実施することとなった。

第2節 調査の経過

発掘調査は平成 19年 6月 18日から,同年7月 31日の

間で実施した。調査面積は約 84∬全 遺構確認面につ

いては2面と想定した。市街地にあって矮小な敷地内で

の調査となったことから,廃土及び排水の処理について

は苦慮した。また期間の半ばには台風接近などにより,

調査を中断した日が続いた。

以下 発掘調査期間中の主要な工程を記現

6月 18日～20日 :重機掘削,遺構面精査

6月 21日 ～7月 17日 :第 1遺構面調査

7月 18日 :第 2遺構面まで重機掘削

7月 19日～27日 :第 2遺構面調査

7月 30・ 31日 :埋め戻し・撤収作業

整理作業については,高松市教育委員会文化振興課

円座整理事務所にて調査終了時から翌年3月末までの期

間で実施し,委託業務とした遺物写真撮影及び遺物保

存処理業務についても同期間内に完了した。
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第 1図 調査地位置図 (1/5,000)
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第2章 地理的・歴史的環境

第1節 地理的環境 (第 2図参照)

瀬戸内海に北面し;ハ|1県のほぼ中央に,低い山塊に囲

まれた高松平野がある。高松平野は西側が南から五色台ヘ

と続く山地,東側が立石山山地によって取り囲まれた東西

20k m,南北 16k mの範囲に及んでいる。またこの平野は,

讃岐山脈から流下し,北へ流才質 瀬戸内海ぺと◇3謂 ||を

はじめ本潮 ||・ 春日ナH・

'翔

||などによって形成された扇状地

でもある。さく 高松城の城下町として発展した高松市街地

は,翻 Iキの東流路が瀬戸内海に注く
｀
1可口の中洲や砂堆上

に立地している。香刺 Hは現在,石清尾山塊の西を直線に

ヨ肺 る西流路のみだが V世紀初頭,高松藩に招かれた

西嶋八兵衛の1硼 |1改修によって■本化されたものである。な

お, この廃川直前の流路は,現在,御坊川としてその名残

をとどめる。

第2節 歴史的環境 (第 3図参照)

高松市街地で初めて人の活動が認められるのは,松平大

膳家上屋敷跡における発掘調査く 弥生時代後期の上器

を伴う柱穴が多数検出された他,平安時代前期の溝が確認

された。この後,平安時代後期には,この地域は箆原郷と

呼ばれ 安楽寿院領である野原庄が高松城跡の南方に比定

される。野原庄は白河院の勅使田が応徳年間頃 (11世紀末

葉)に立券荘号されたものく 康治2年 (l14318月 19日の

大政官符では野原庄の四至が条里により表記さイ顎fいること

から,条里地割または条里呼称がこの地に普及していたと考

えられる。中世Iり、ると荘園以外にも,文安2年0鰍)の「兵

庫北関入船納帳」に船籍地としてあるように,港の機能が

認められる。高松城跡西の九地区の発掘調査では,11世紀

後半から13世紀前半の港湾施設に加え,搬入土器が高い

比率で認められ 東浜に相当する東町奉行所跡の調査でも,

同時期となる丸スJ犬の流路を確認し,高比率の搬入土器が

出土した。また浜ノ町遺跡では,白磁四耳壼の埋納遺構や

区画溝をもつ13世紀末から15世紀末の集落跡が確認され

た。中世末期の状況を端的に示す事例に,寿町ゴ ロ地区

の発掘で出上した「野原濱付元量壽院Jの刻書瓦が挙げら

れる。県内有数の古刹,無量壽院は天文年間に当地,野原

狙嚇 島に移転し,高松城築城に際して更なる移転を余儀

なくされたことがその寺記にみられ 発掘成果と一致する。

このようなことから,寺院を有する程の経済基盤をもつ港町

であったと考えられ 砂堆や中洲上に中世都市が立地する

状況は,博多や草戸千軒遺跡にもあるように全国的な傾向

に合致する。こうした背景の下 当地に高松城が築かれ城

下町が整備されたと考えられる。

さζ 高松城およつ朔 町を造ったのが 豊臣秀吉の家臣,

生駒親正である。秀吉の四国征伐により,天正 13年 (1弼0
長宗我部元親が降伏,讃岐国は仙石秀久・十河存保に与え

られ その後尾藤知宣の領国となったが 天正 15年 (15871

には生駒親正カシ、封し讃岐 17万石を領し,翌天正 16年か

ら数力年を要し高松城を完成させた。北の守りは瀬戸内海

に委ね,堀には海水を導く水城とされ 南方は大手 (十 日太

鼓門)を構え,南側に城下町が展開する「後堅固」の城で

もある。城の構造は,内堀・中堀・外堀となる三重の堀をめ

ぐらし,内堀より内側に本九・三ノ九・三ノ九などの曲輪を

配する。本丸は更に堀により他の曲輪と独立し,本九とニノ

九をつなく
｀
鞘橋を落とすことで敵の侵入を防ぐ謙 ,本丸

には天守閣と地久櫓を備える。

寛永 17年 徹凱》御家騒動により生駒氏は転封となり,

代わって寛永 19年には松平頼重が城主となり,東讃岐 12

万石を領した。頼重は城の改修を度 行々い,寛文 11窯お71)

頃には東ノ九を新造した他,月見櫓・続櫓・漉櫓などを造

り,北に設けた水手御門より直接海へ出入りができるように

した。以後,松平氏は高松城主として明治維新を迎える。

高松城は昭和
"年

(19541に松平氏より高松市に譲渡され

翌年玉藻公園として市民に開放されるとともに,史跡として

国指定され期阿 の保護が図ら″て いる。

高松城に関する発掘調査は,現在まで多数の事例をもつ。

本丸では天守台と地久櫓台の石垣解体時に,地下室をもつ

こと力半J明した。何れも壁面は石積みにより構築された地下

1階相当のものく 天守台には西面に出入り口を備えるが

地久櫓台にはなく建物内に付随していたものと考えらオ傾ξい

る。ニノ九入り口にあたる鉄門の袖石垣解体時には,半地

下式C可形 の穴蔵が確認され 凝灰岩製の切石による床・

壁面構造をもつこと力半J明している。また東の九での香川県

歴史博物館建設に伴う調査では,東ノ九新造に際し開削さ

れた中堀が検出されている。以上のような中堀の内側,内
曲輪において確認された遺構は,何れも松平初期に行われ

た改修に相当するものと考えられている。■方 武家地とな

る外曲輪についても,近年 調査事例が増加した。広範に

調査が行われた西の九町地区では,生駒期の重臣,上坂勘

解由や松平期に大老職を占めた大久保家に由来する木簡や

家紋瓦が出土した他,絵図と合致する鍵型の街路を検出す

るな■ 各期における屋敷害Jの状況が明らかとなった。旧

大手前にあたる丸の内地区では,藩主遵枝である松平大膳

家の家紋をもつ理兵衛焼,瓦が出土し,検出された街路及

び門跡が絵図と合致し,その屋敷であることが判明してい

る。外堀大手に面した内町の厩跡では,弘化年間の絵図に

その跡が記載された生駒時代末期の大形となる井戸状遺構

が検出され その石積みから生駒家家紋が刻まれた石材が

見つかっている。この他,外堀の東口付近となる鶴屋町で

は,松平末期の絵図に記された東町奉行所に相当する地点

く その堀跡とみられる遺構が確認されている。このように

外曲輪では松平期の絵地図,文献資料と発掘成果が対応

する事例が数多くみられ 概ね屋敷割の変遷を辿ることが

できる。
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第 2図 遺跡位置図 (1/50,000)

好

第 3図 高松城跡周辺発掘調査地位置図 (1/10,000)

1東ノ丸跡 (県民ホール地区)2紺 屋町遺跡 3水 手御 F弓 4県 民小ホール地区 5香 川県歴史博物館地区 6西 の九町地区Ⅱ 7西 の丸町地区Ⅲ 8作 事丸 9西 内町 10地 久櫓

11高松北警察署地区 12内町 13三 の九 14西 の九町地区 1 15地 久櫓台 16浜 ノ町遺跡 17片 原町遺跡 18丸の内地区 19松平大膳家中屋敷跡 20松平大膳家上屋敷跡

21三 の丸 竜櫓台北狽1 22西の九町 D地 区 23丸の内 24寿 町一丁目 (無量壽院)25中 堀 北浜町 26丸の内 都市計画道路高松海岸線街路事業 27九の内 再生水管布設

工事 28丸の内,個 人住宅建設 29二の丸 王藻公園西門料金所整備工事 30外堀,西 内町 共同住宅建設 31丸 の内 共同住宅建設 32東町奉行所豚 33西の九町 34丸
の内 35丸の内 36鉄 開 37厩跡 38外堀 兵庫町 39寿町二丁目地区 40天守台 41江 戸長屋跡
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第3章 調査の成果

第 1節 調査方法

調査地は現道と宅地及びビルに挟まれた細長い区画

全 現況は更地となっている。既述の経緯や工程上の理

由により,当調査では北半の街路拡幅範囲を除いた南半

を対象とした。

調査の方法については,重機掘削の後,人力によって

精査し遺構検出を行った。また調査地の西壁に沿って,

重機により土層観察と排水溝を兼ねたトレンチを掘削し

た。遺構番号は,検出した順にその平面の形態から想定

した性格のものを付けた後,遺構掘削を行った。測量は

委託業務によって4級基準点及び水準点測量を行ない
,

調査地の脇に3箇所の基準点を打設した。この基準′点を

もとに,遺構図面,土層図等の作成を1/20縮尺で行った。

第2節 主要遺構と基本層序 (第 4～ 6図参照)

調査では2面において,中世及び近世の遺構・遺物を

確認した。調査時においで各遺構面の出土遺物や層序か

ら,概ね第2遺構面を中世段階,第 1遺構面を近世段階

の所産として捉えられた。

調査地における各壁面の層序を大概的にみた結果で

は,表上に相当するコンクリート塊等を含んだ近現代の整

地の下 瓦礫や陶磁器片を含む整地及び遺構埋土の堆積

が厚く認められ,これより下位では褐色を呈した土壌化層

及び砂礫層の堆積が観察された。また複数の遺構や整地

が重複し,水平堆積を呈した範囲が少ないことから, こ

れらの堆積層について全て人力による精査 。掘削が望まし

い状況であったが 当調査においては整地を重機により

除去する段階で検出されたものを第1遺構面とし,第 2遺

構面については概ね最下層となる砂礫層上面で確認した。

但し,第 1遺構面についてはその下層遺構としてSXlo3

を検出した他,第 2遺構面についても北西部で上層遺構

として検出できた土坑・柱穴群があり,平面的にも幾分か

は重層的に確認し得た。

以下 調査地壁面で観察された上層をその特徴からA
～F層に分類し基本層序とし,遺構の出土遺物を整理し

た結果,把握できた所属時期について記坑

A層 :表土に相当する整地である。コンクリート塊他 ,

戦災痕とみられる焼土層を含み,太平洋戦争敗戦後の所

産と推定される。

B層 :C層の上位に堆積する黒色を呈した砂混じリシル

ト層である。南西部では瓦砕片や小礫を含み,入念に整

地されている。A及びC層との関係から,近 。現代の所産

と推定される。

C層 :黄灰あるいは灰黄色を呈したシルト質土である。

焼土粒,炭を含む他,部分的に瓦片や黄色土を塊状に

含む。概ねこの下位において,第 1遺構面を検出した。第

1遺構面で確認した遺構の大半が同系の埋土をもってお

り,SK125, SX102等から,概ね 19世紀中葉以降の整

地層と推定される。なお,調査地西壁ではC層下位に複

数の掘り込みが観察されたが トレンチ溝を挟んで東側

では平面的に確認できなったことから,第 1遺構面に相当

する時期で調査地の西側に広がる遺構が南北方向に並ん

で存在することが予想される。

D層 :第 1遺構面で検出された遺構の基盤層に相当す

る整地である。炭・焼土粒を含んだ砂礫混じリシルト～シ

ルト質粘土層全 瓦・礫を多く含む特徴をもつ。同様に第

1面下層遺構として検出されたSX103か ら,17世紀後半

以降の所産と推定される。

E層 :円礫をまIずらに含み,黒褐～褐色を呈したシルト

質土であり,自然層が土壌化したものと考えられる。北西

部では,炭や赤褐色粒が混じってみられる。下位でよく似

た土質で埋没した SD201の 出土遺物から16世紀後半頃

の堆積層と考えられる

F層 :自然堆積とした砂礫層全 上位から下位へと灰

白色シルト質細砂～鈍い責橙色砂礫～灰色砂礫となり,

円礫の粒径も大きくなる。北に向ってやや上昇するよう全

北端部では5～ 20cm大の川原石が多く認められる。これ

より下位では,湧水を伴う。第2遺構面の調査後,可能

な限り断ち割り調査を行ったが F層よりも下位に存在す

る遺構は確認されなかった。
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第3節 第2遺構面の遺構・遺物

SB201(第 7図 )

調査地南西部で確認した南北棟の桁行3間,梁間1間

の掘立柱建物跡である。検出レベルは標高 0.8m前後で

ある。主軸は,座標北より東に4度振っている。建物の

柱穴の一部は上面が第一遺構面の下層の遺構によって削

られ,建物の西側は調査区の関係上確認できておらず

調査区外へとさらに廷びるものと考えられる。柱穴は直径

30～ 45clnの円形のものと長幅 50cln,短幅 35cln程度

の楕円形のものがあり,深さは25～ 30clnを測る。柱間

距離は,北側2間分が ■5m,南側 l間分のみが 1.7mと

なる。個々の柱穴検出時に柱痕や建替え等の痕跡は確認

できなかったが 構成する柱穴 SP206では平瓦を根固め

として転用している。埋土は灰褐色砂混シルト質土が多

く,他にオリーブ黒色砂混粘質土や暗灰黄色砂混粘質土

がある。西側相ラJのほtゴ中央に位置するSK204は ,南】b

東西の柱列からややずれるため, この建物の一部を構成

するものではない可能性も高い。

時期については,SK204以外の柱穴出土遺物から想

定すると中世以降と考えられる。溝などと主軸が比較的近

いことから,同 じ時期の可能性も十分想定される。

SB201出土遺物 (第 8図 )

遺物はSP222か ら1, SK204か ら2～4, SP206か ら

5が出上した。

1は弥生後期後半の奏全 国縁端部はヨコナデによっ

て摘み上げ 胎土は角閃石を多量に含む。 2は土師質土

器の杯である。白色系の胎上である。 3は瓦質土器の鉢

である。口縁部の内外面ともにヨコナデ調整で仕上げ

内面は刷毛目調整のような痕跡が認められる。 4は龍泉

窯系青磁碗と考えられる。形態などから山本分類 (山本

20001の Iワaに該当すると考えられる力Ⅵ 片ヽのため確定

はできない。 5は平瓦片全 SP206の根固め用に転用さ

れたものである。凹面の狭端部側を削り,凹凸面ともにナ

デ調整で仕上げている。

河ヽ片のため図化できなかったが この他にSP206から

弥生土器の甕,SP222か ら弥生土器の甕と土師質土器

の杯,SP247から弥生土器の奏,須恵器の甕,SK204
から竃と考えられる破片が出土している。

SD201(第 9図 )

調査地の南東部やや中央寄りから北東隅に向かって掘

削された溝く 更に北東へとのびると考えられる。検出

レベルは調査区】酬 で標高 0.9m,南側で 0.68mである。

方向の主軸は座標北より東に約 13度振れている。断面は

舟底形である。調査区や第1遺構面の遺構による攪乱な

どによって大部分が削平されているが 確認できた範囲

で長さ約 11.8m,幅 1.3～ Mmを測る。ただし,この溝

の延長線上にあたる調査区南壁面の上層で溝の断面を確

認できることから,さ らに南側へと伸びている事が分かる。

1:オ リーブ黒色 (5Y3/1)砂 混粘質土 (小円礫 を少量含 む)一 SP221
2:晴灰黄色 (25Y4/2)粘 質土 (赤掲色粒混 じる)一SP222
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,褐 灰色 (10YR4/1)シ ル ト質粘土 (黄灰掲色砂ブロックを含む)―SP205
2:掲灰色 (10YR5/1)砂 混シル トーSP206

0        1m

第 7図 SB201平・断面図 (1/40)

深さは南側で30cln前後,】帥 Jで 40～ 50clnとなる。こ

の深さの違いは,第 2遺構面力羽帥 Jに向かって高くなって

いることから生じている。溝の底は湧水している。

出土遺物である土師質土器の足釜や鉢などから,概ね

16世紀代に埋没したものと考えられる。

SD201出土遺物 (第9図 )

6～ 8は弥生土鹸 ,6・ 7は弥生後期後半の奏口縁

部片である。口縁部は丁寧なヨコナデ調整によって仕上げ
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第 8図 SB201出土遺物実測図 (1/3)

ている。8は底部金 タト面は摩滅しており詳細は不明で

ある力ヽ 凹凸が認められ,工具などによる押さえや叩きな

どの痕跡と考えられる。内面は刷毛目調整によつて仕上げ

る。6は雲母を含み,7・ 8は角閃石を多量に含む。9～

23は土師質土器の杯・小皿である。91よ口径が非常に小

さい小皿である。その他は8.0～ 12.Ocm程度の回径となる。

いずれの個体も口縁端部を丁寧なナデ調整によって仕上

げているカミ その中でも13・ 15・ 16は ともにナデ調整に

よって口縁端部を断面三角形状に仕上げるものであり,乗
松編年 (来松20041によれば,14世紀から15世紀によく

認められる。その他のものは口縁端部を丸く整形するもの

である。17の外底部に1ま板状圧痕が認められる。いずれ

の個体も比較的精良な胎土を使用しているが 中でも9～

13・ 17は非常に精良である。また,14は赤褐色の砂粒を

含む橙色系の胎土,10～ 12は橙色系の胎土く それ以

外は白色もしくは灰白色系の胎上のものである。24は土

師質土器の断面三角形の高台のつく椀である。25は須恵

器椀で佐藤分類 (佐藤 1990の Aエ ー9・ 10と考えられ

る。薄い粘土紐をヨコナデによつて貼り付けて高台を成形

しているが かなり形骸化している。内底面は細かな刷毛

目調整によって仕上げている。26は瓦器椀の高台の破片

で和泉産と考えられる。高台は長方形の粘土紐を貼り付

↓九 内底面には横方向の暗文風の箆磨きを施魂 27・ 34・

36は土師質土器の足金である。27が佐藤分類 (199Dの

C,34が B2である。28～ 31・ 35は土師質土器の鍋全

これらも同形式であるが 口縁部の形態に差異があり,佐
藤分類 (佐藤 1990で 28が Al,29,30が A工 ,31・ 35

がBI金 13～ 15世紀の時期幅をもつ。31は口縁部中

位まで刷毛目調整が残存していることから,体部に刷毛目

調整を行なった後,口縁部をヨコナデによって成形したこ

とが分かる。35は煤が付着する。32は土師質土器の捏

鉢もしくイよ橋鉢である。内面は一部刷毛調整を施し,内外

面を指オサエおよび指ナデによって整形している。33は土

師質土器と考えられる力弓 弥生土器の器台もしくは脚部の

可能性も想定される。ただし,破片であり内外面ともに摩

減しているため詳細は不明である。37は平瓦である。表

面は燻し気味に仕上がる。凸面は横方向のケズリ後,縦
方向のケズリを施すЬ凹面は横方向のケズリを施すЬ凹面

の広 (狭)端部および側端部は箆ケズリで整形する。

小片のため図化できなかったが この他に備前焼と考

えられる破片が出土している。

SD202・ SK210(第 10図 )

SD201か ら派生するような形全 東西方向に延びる細

い溝で,長さ1.22m,幅 0.31m,深さ0.lmを測る。検出

レベルは標高 0.84mである。東側をSD201と ,その他

にいくつかの柱穴によって切られ,南側に隣接するSK210

を切つている。SK210の検出レベルは標高 084mく 上

面の一部が第 1遺構面によって削られているが 長軸

0.65m,短軸 0.5m,深さ0.42mを測る。

時期は出土遺物からSD202は 中世以降,SK210は弥

生時代後期後半以降には埋没したものと考えられる。

SD202・ SK210出土遺物 (第 10図 )

SD202から38, SK210か ら39'40が出土している。38

は土師質土器の杯もしくは小皿である。外底面は箆切りに

よつて切り離した痕跡が残る。39は弥生後期後半の甕であ

る。角閃石および雲母を多量に含帆 40は管状土錘である。

SK202(第 11図 )

調査区南西隅に位置する楕円形の上坑である。検出レ

ベルは標高 0,77mである。調査区内で長幅 0,73m,短幅

047m, 深さ045mを波1る 。

時期は,限定することはできないが出土遺物から中世

前半と考えられる。

-9-



多郊賜

0             10cm

頂て言

=≡

下
~三

匪フ′9

13

5

28

dO弱

第9図 SD201平・断面図 (1/40。 1/80)。 出土遺物実測図 (1/3)

既

L=1.30m

W

1:褐灰色

2:灰 黄色
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SK202出土遺物 (第 11図 )

41は須恵器の椀金 佐藤分類 (佐藤 1990の AI-8
と考えられる。ヨコナデによって整形されているが タト面

の体部中位に箆磨きを施している。

小片のため図化できなかった力ヽ この他に弥生土器の

甕の破片が出土している。

SK203(第 11図 )

SK202の北側に位置する隅丸方形状の土坑である。南

側をSP205に切られる。検出レベルは標高 68mである。

調査区内全 長幅岬5m,短幅 0.55m,深さ027mを測る。

平面で柱痕状の痕跡を確認できたが この柱穴によって構

成される建物の平面プランなどは明らかにできなかった。

所属時期は限定できないが 出土遺物から10世紀以

降と考えられるが 月ヽ片のため確定できない。

SK203出土遺物 (第 11図 )

42は須恵器の杯く 佐藤分類佐藤1990の杯Bである。

外底都は箆切り■ ヨコナデによって整形している。

小片のため図化できなかったが この他に弥生土器の

甕の破片が出土している。

SK208(第 11図 )

調査区北恨1に位置し,北側をSP229に切られる隅九

方形のテラスをもつ土坑である。検出レベルは0.93mであ

る。長幅 084m,短幅 0,関随,深さはテラス部分が 0,15m,

最も深い部分が 029mである。

時期は限定できないが 出土遺物から中世以降と考え

らヤ化る。

SK208出土遺物 (第 11図 )

43は弥生土器の高杯の脚部と考えられる。角閃石を含

む。 44は土師質土器の杯である。45は須恵器壺の底部

全 佐藤分類 (佐藤 1999の壺 Cである。外面は格子

目叩きによって整形され,底部付近は工具によるナデ調

整によって仕上げている。

小片のため図化できていないが この他に須恵器の杯

の破片が出上している。

SK209(第 11図 )

調査区北東部に位置し,SP234と 235に切られる隅丸

の三角形状を呈する土坑である。特に西側はSP2341こよっ

てかなり壊されている。検出レベルは標高 0.85mである。

残存箇所で長さ0.8m,深さ031mを測る。

時期は限定できないが 僅かな出土遺物から判断する

と中世以降と考えられる。

SK209出土遺物 (第 11図 )

46は土師質土器の杯である。外面に煤が付着しており,

灯明皿として使用されていたと考えられる。
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SK202

⌒ ヨ

1:灰黄褐色 (10YR5/2)砂 混ンルト(炭・赤褐色粒を者干含む)

2:掲灰色 t OYR4/1)砂質ンレト鮪性ありにぶし瑣色猫±7「Hックを含0

L〓 1.10m

1:黄灰色 (25Y6/1)ン ルト(黄色粒を含む)

2:黄灰色 (25Y6/1)砂混シルト

3:褐灰色 (10YR5/1)砂 混ンルトーSP205

｀
＼ _|:iす ラ

イ
42

11褐灰色 (10YR6/1)砂 礫混ンルト

2:黄灰色 (25Y5/1)砂礫混シルト(4ヽ礫・炭・赤掲色粒を含む)

｀`  ｀ え '44

10cm

′

0        1m

46

SK215。 SP254

L〓 1.20m

偽

Ｖ

Ｏ

Ｎ

Ａ
Ａ
涎
年

下

50

1:褐灰色 (10YR5/1)砂 混ンルト

2:灰オリーブ色 (5Y6/2)砂 質シルト(黄色土ブロックを含む)

0        1m

第 11図 SK202・ 203・ 208・ 209・ 215平・断面図 (1/40),出土遺物実測図 (1/3)

1:褐灰色 (10YR6/1)シル ト
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SP203 こヤ

ー

《 )一

ゝ

    57

ゝ
     む

｀
―

… 一
イ
と9

偽

11黄灰色 (25Y5/1)砂礫混ンルト(小礫・炭 赤掲色粒を含む)

「

掲灰色 (10YR6/1)砂賀ンルト

1

)
一

④

一

L〓 1.00m

1:褐灰色 (10YR4/1)粘質土 (黄灰色砂ブロック混じる)

 ゝ   手

:4

第 12図 SP203・ 224・ 229・ 231・ 253平・断面図 (1/40),出土遺物実測図 (1/3)

SK215。 SP254(第 11図 ) デ調整,外面は指押さえによって整形している。52は備

調査区北西部で確認された東西方向の隅九方形の土坑  前焼の陶器悟鉢の口縁部片である。日縁部外面には凹

である。検出レベルは標高 1.Omである。平面では確認  線が1条入る。内面に一部悟り目が確認できる。

できなかったが 断面の状況と遺物が SP254か ら集中し   図化していないが この他に緑色片岩が出上している。

て出土したことから,SK215は SP254に よつて切られて

いるものと考えられる。SK215は調査区内で長幅 0.95m,  この他の土坑出土遺物

短幅 045m,深 さ0.55mで ある。SP254は長さ制mの   この他の土坑から小片のため図化できなかった力弓

隅丸方形のピットである。                SK205か ら土師質土器の杯,SK207から黒色土器と考え

時期は出土遺物からSP254は 16世紀後半と考えられ,  られる破片が出土している。

SK215はそれ以前の所産と考えられる。

SP254出土遺物 (第 11図) SP203(第 12図 )

47は須恵器の杯全 佐藤分類 (佐藤 1990の杯 BⅣ   調査区南西部に位置する楕円形のビットである。検出

と考えられる。48は瓦質を呈する土釜全 )卜常に粗いつ  レベルは標高 07‰である。長幅 0.52m,短 幅 OTm,

くりである。り は土師質土器の鍋の口縁部片く 佐藤分  深さ0.31mである。

類 (佐藤 1990の AIである。50は土師質土器の足釜   時期は限定できない力ヽ 出土遺物から古代以降と考え

の脚都である。51は土師質土器の飯蛸壷く 内面はナ  られる。
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SP203出土遺物 (第 12図)

53は土師質土器篭の焚口部の破片と考えられる。

小片のため図化できなかったが この他に弥生土器の

甕が出土している。

SP224(第 12図 )

SK206の東側に隣接する楕円形のピットである。検出

レベルは標高 0.84mである。長幅 0.3m,短幅 0.25m,

深さ0.39mである。

時期は出土遺物から13世紀前半以降と考えられる。

SP224出土遺物 (第 12図 )

54は須恵器の高台がつく椀全 佐藤分類 (佐藤 20001

の椀 AⅡ ‐7と考えられる。高台は断面方形の粘土紐をヨ

コナデによって貼り付けている。

SP229(第 12図 )

調査区北西部に位置する隅丸方形のピットである。検

0             10cm

第 13図 第 2遺構画下層検出平面図

出レベルは標高0.92mである。長幅 0.54m,短幅 0.42m,

深さ0.23mを測る。

時期は出土遺物が僅かのため限定できない。

SP229出土遺物 (第 12図)

55は土師質土器の甕の口縁部片と考えられる力ヽ 小片

のため詳細は不明である。内面は横方向の刷毛調整,外
面は縦方向の刷毛調整によって仕上げている。

小片のため図化できなかった力ヽ この他に須恵器の椀

と考えられる河呻キが出土している。

SP231(第 12図 )

調査区北西部に位置する直径 0.5m,深さ061mの円

形のピットである。検出レベルは標高 0.94mを測る。

時期は,須恵器椀や白磁などから13世紀後半以降と

考えられる。

SP231出 土遺物 (第 12図 )

56は土師質土器の杯の口縁部片である。白色系の胎

第2遺構面下層

 |

Ｔ
，
Ｎ

Л
洲
川
川
＼
止
―

Ｔ
，
Ｎ

ｌ
洲
川
川
＼
止
Ｔ

1 第 2遺構面上層

Sl号と5(〔うとP246

|

Y〓51.000

66

(1/80),掘削時出土遺物実測図 (1/3)
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土である。57は土師質土器の高台がつく椀である。58は

須恵器の高台がつく椀く 佐藤分類 (佐藤 20001の A
エー10と考えられる。細く扁平な粘土紐を貼り付けて高台

としている。59は白磁の小皿と考えられ,残存していない

ため限定はできないが口縁部は口禿になる可能性が考え

られる。60は土師質土器の足釜の脚部である。

罰遊53(第 12図 )

調査区北東部に位置し,調査区夕I・
Aとのびる楕円形の

ピットである。検出レベルは標高 0.9mである。調査区内

で長幅 0.55m,短幅 0.47m,深 さ0.18mを 測る。

所属時期は限定できないが 中世以降と考えられる。

SP253出土遺物 (第 12図 )

61は土師質土器の杯もしくは小皿である。62は須恵器

の長頸壷の頸部奄佐藤分類 (佐藤 1990の壺 Aである。

頚部中位には沈線を2条めぐらし,外面には自然釉が認

められる。胎土などから,陶 (十瓶山)窯跡産ではない

可能性が想定される。

その他のピット出土遺物

刻ヽ片のため図化できなかったが この他にSP217か ら

土師質土器の杯,SP227か ら土師質土器の杯,須恵器

の甕,SP230から土師質土器の仏 SP232か ら弥生土

器の甕の小片が出土している。

第2遺構面下層 (第 13図 )

調査地北西部では,遺構検出段階に基盤層である砂

礫が認められず 黒く汚れた上が基盤層となり,遺構が

掘りこまれていた。そのため, この付近は遺構検出の段

階から丼戸などの大型遺構もしくは下層の別の遺構面の

存在が想定された。従って,上層の遺構を掘削,記録作

成後に一段下げて遺構の検出を試みた。その結果,下層

から土坑やピットをいくつか確認することができた。その

うち,SK213,SK214について詳述する。後述する下層

遺構の年代は,出土遺物などから16世紀後半から17世

紀と考えられる。そのため,上層とはほとんど時期差は

なく,下層部分の遺構が形成された後,すぐに埋められ,

その後新たに周辺が利用されたものと考えられる。

SK213 【ヤ
7   8    ∞

0             10cm

L=1.00m

■ 灰黄色 (25Y7/2)砂 混シル ト

2:灰黄色 (25Y72)砂混シル ト(炭・赤掲色粒を若干合む)

3:褐灰色 1 0YR4/1)砂 混シル ト質粘土 (炭 を合む)

4:褐灰色 (10YR5/1)砂 混シル ト質粘土 (炭を含 む)

0         1m

SK214 
巨ャ

L=100m

0             10cm

1:掲灰色 10YR6/1)砂 礫混シル ト(小 円礫 を多く合む)

0        1m

第 14図 SK213・ 214平・断面図 (1/40),出土遺物実測図 (1/3)
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下層掘削時出土遺物 (第 13図 )

63・ 65は 土師質土器の鍋く 佐藤分類 (佐藤 1990

の 63が B,65は AIである。64は須恵器の椀の口縁

部片である。口縁端部にヨコナデを施現 66は備前焼の

悟鉢の体部片である。内面には悟り目が認められる。

小片のため図化できなかったが この他に備前焼の壺 ,

青磁の碗と考えられる破片が出上している。

SK13(第 里図)

調査地北西部に位置する直径約 1.3m前後のやや歪な

円形の上坑である。検出レベルは標高0.68mである。

時期は青花碗から判断すると16世紀末から17世紀初

頭と考えられる。

S K 213出土遺物 (第 14図 )

g～ 69は土師質土器の杯である。69は口縁端部をヨ

コナデし,断面三角形に仕上げるものである。γ は黄白

色系の胎土全 残りは橙色系の胎上である。70は土師質

土器の口縁部片である。71は青花碗で小野分類 御 野ヽ

19821の F群 ―X型式と考えられ,釉などから淳州窯系

磁器の可能性が考えられる。口縁部の内外面に四方欅文 ,

体部タト面に唐草文を施現 罷 は平瓦全 内外面ともイこナ

デによって仕上げる。73は板状の鉄器である。破片であ

り,錆が著しいため詳細は不明である。図化していないが

この他に動物骨が数個体分出上している。

S K 214(第 14図 )

調査区北西部に位置するやや変形した方形の土坑であ

る。検出レベルは標高 0.68mである。長幅 086m,短幅

04m, 深さ制mを測る。

時期は出土遺物から16世紀後半と考えられる。

S K 214出土遺物 (第 14図 )

74は土師質土器の杯と考えられる。75は弥生土器もし

くは土師質土器であるが 破片であり,器面が磨耗して

いるため詳細は不明である。76は土師質土器の足釜の回

縁部く 佐藤分類 (佐藤 1990の足釜 Cである。

小片のため図化できなかったが この他に須恵器の甕

と考えられる破片が出土している。

第2遺構面検出時出土遺物 (第 15図 )

77～ 硲 は土師質土器の杯もしくは椀と考えられ,胎土

は橙色を呈する。79は土師質土器の高台がつ効 全 白

色系の胎上である。小片のため詳細は不明である。80は

土師質土器の破片で火鉢の可能性が考えられるが 刻ヽ片

のため詳細は不明である。81は肥前系染付けの碗く 高

台内に銘をもつが 破片のため内容は不明である。高台

に欅文を施坑 821期巴前系磁器の青磁の仏花瓶である。

83は施釉陶器の鉢全 産地等は不明である。84は平瓦全

にぶい黄灰色を呈し,内面に櫛描きが認められる。

小片のため図化できなかったが この他に弥生土器の

甕,須恵器の甕が出上している。

7

ヽ
                                   |

0             10Cm
|

第 15図 第 2遺構画遺構検出時出土遺物実測図 (1/3)
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第4節 第1遺構面の遺構・遺物

SA101(第 16図参照)

調査地中央部において,南北方向に確認した柵列状遺

構である。検出高は 1.15～ 1.23m全 主軸方向洋 5° ―E,

検出長約 10mの 5間相当で認められる。確認範囲が狭

いため,南北方向に更に廷伸する可能性がある他,西方

向に展開し建物を構成する可能性も残る。

各柱穴は平面で円,あるいは隅九方形を呈しており,

規模は04～ 0.8m,深度は 0.14～ 0.42mである。柱間

距離についても1.8～ 2.2mの長短をもって認められる。

柱穴の断面は台形,あるいはU字形を呈し,埋土につい

ては概ね瓦片や礫が混じた固く締まったシルト質土となっ

ている。また埋上の上端には,焼土・炭を含んだ浅い窪

みをもつものが多く,石材の抜き取り痕とみられ礎石建ち

の構造となることが想定される。

出土遺物はμlから少量あり,肥前系磁器鉢や肥前系

陶器皿,土師質土器の細片が認められる。所属時期につ

いては, これらの出土遺物及び遺構面から概ね 18世紀
～ 19世紀中葉の所産と考えられる。

SE102(第 17図参照)

調査地中央の東端において確認した井戸状遺構であ

る。一部調査範囲外へ広がり大半部が撹乱坑によって壊

されているが 】ヒ肩部の遺存は良く, この検出高は 0。98

mを測る。掘り方の平面は円形状奄 径 2.2m前後と推

定される。深度はほぼ海抜高まで及んでおり,多量の湧

水が認められる。またSX101と重複関係では,先行する

ことが平面において確認できた。壁面や底部において人

頭大の川原石が散在してみられたことから,本来の井側に

は石組が用いられたと推定される。調査地の東壁で観察

できる土層断面では,①～③層の埋土と石組の裏込め土

と考えられる④層に分割され,遺存状態の良い北肩部で

段付の掘り方となっていることが観察された。

出土遺物は少量の上師質土器のみだが 検出に伴って

コンテナ1/4箱程度の陶磁器・瓦片が出土している。所

属時期については,検出時の遺物によれば 19世紀前半

頃に廃絶した可能性が残るものの,基本層序でD層に先

行しE層を基盤としていることから,16世紀後半以降で

17世紀後半頃までの所産と推定される。

SE102出 土遺物 (第 17図参照)

85・ 86は掘り方埋土とした裏込め層の出土遺物全 (吉

備系)土師質土器椀底部及び土師質土器皿である。87・

88は埋土からの出土遺物く 土師質土器足釜の口縁部

及び脚部である。

89～ 94は ,検出時に認められた出土遺物である。

89・ 90は肥前系磁器全 コンニャク印判をもつ染付輪花

皿 (891と 広東碗の底部 (901である。91,92は京・信

楽系陶憩 ,端反碗 (91)と灯明皿である。93は備前系

陶器悟鉢全 国縁部の形態が白神編年 (白神 19921の 工

型式に該当し堺 。明石産と推定される。94は菊丸瓦の細

片である。

0                        4m

P‐ 4埋上

①25Y5/1黄灰色シルト質極細砂(炭 ,焼土,明黄掲色土塊,瓦 片を含む,抜取痕)

②25Y5/1黄灰色シルト質極細砂(円 礫を含む)

③25Y6/1黄灰色極細砂(板石,円礫を含む,締まる)

P‐ 5埋土

①25Y6/1黄灰色シルト質極細砂(炭 ,焼土粒を若干含む,

瓦片を含む,抜取痕)

②25Y6/1黄灰色極細砂(4ヽ 円礫を含む)

P‐ 6埋土

①25Y5/1黄灰色シルト(炭 ,焼土粒を若干含む,オ リーブ黄色土塊,

瓦片,円礫を含む,抜取痕)

②25Y5/1黄灰色シルト質極細砂(瓦片,円礫を含む,締まる)

③25Y5/1責灰色シルト質極細砂(締まる)

□
礎石抜取痕

S
L=1.50m

】

殺 ◎ ―

P‐ 1埋上

①25Y5/1責灰色シルト質極細砂(円 礫を含む,締まる)

②25Y5/1黄灰色砂混じリシルト(締まる)

⑥25Y6/1黄灰色極細砂

P‐ 2埋土

②25Y5/1黄灰色シルト質極細砂(円 礫を含む,締まる)

③25Y6/1黄灰色極細砂(小円礫を含む,締まる)

P‐ 3埋土

①25Y5/1黄灰色シルト質極細砂(炭 ,焼土,瓦 片,円礫を含む,抜取痕)

②25Y4/1黄灰色シルト(炭 ,焼土,オ リーブ粘土塊を含む,抜取痕?)

③25Y6/1責灰色極細砂(締 まる)

第 16図 SA101平・断面図 (1/80)
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孟

0             1ocm

①5Y3/1オ リーブ黒色砂混じリシルト質粘上

②25Y5/1黄灰色シルト(オ リーブ黄色上塊を含む,第 1面上層基盤と類似)

⑥25Y3/1黒掲色シルト質粘土 (人頭大の川原石を含む)

④25Y4/1黄灰色砂混じリシルト(4ヽ 円礫を含む,石組の裏込め)

汀餌

0                       2m

0         10cm

第 17図 SE102平 。断面図 (1/40),出 土遺物 (1/3),
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SE101(第 18図参照)

調査地南東隅において確認した井戸跡である。井側が

調査地東壁にかかって認められるもの全 その掘り方の

一部を平面で検出した。掘り方の検出高は 0。99m,深度

は0.8m程を測るもの全 段掘りがされている。大半は調

査範囲の外に広がるが 遺存する井側に対して大きな掘り

方となっている。

井側については,土師質製で2段認められる。下段の

井側の設置と上下段の井側の繁ぎ目に土壁を用いており,

固定あるいは防水処理を目的としたものと考えられる。下

段の井側は完存し,外面の口縁下端には籠状の押圧文が

認められる。上段のものについては破損し,花商岩製の

石臼によって塞がれ廃棄されている。また下段に設置され

た井側の下端より,多量の湧水が認められた。

調査地の東・南壁で認められる土層から,掘り方は第

1遺構面に帰属することが分かるが 井側の上段部分は

近現代の整地層に及んでいる。掘り方の出土遺物につい

ては井側の破片を含むコンテナ1/2程度あり,これらを

総合して考えると19世紀中葉頃に掘り方が掘削され,井
側の改4易を行いながら近現代に至るまで井戸として使用さ

れていたことが推察される。

SE101出土遺物 (第 19図参照)

95～ 98は,肥前系磁器である。95は染付碗,96は

蛇ノロ凹型高台の染付皿である。97・ 98は小形の変形皿

全 971よ糸切り細工により成形されている。98は内面に

陽刻文をもち,日紅が施されている。99。 100は ,肥前

系陶器である。99は京焼風の皿。 100は内面に刷毛目

文様をもった鉢奄 見込みには蛇ノロ釉剥ぎを施してい

る。101・ 102は,京・信楽系陶器である。101は筒形の

碗,102は灯明皿である。102は施釉を行わず 塗土を施

している。103・ 104は備前系陶鹸 、灯明皿 (1031及び

福鉢の底部 (1041である。105～ 108は,井側に用いら

れたと考えられる大形の上師質土器。105・ 1061ま 口縁部全

Ю6には把手が付く。107・ 108は体部片く 外面に文字

が記されている。1071よ墨書で記され,「ロノ壱 (蓋)相」

と判読される。108は刻書で「壱」,あるいは「蓋」の字

を記したものと考えられる。109は土師質土器悟鉢,l10

は弥生土器甕の口縁部である。111は軒平瓦全 吉のつ

く子葉と陽刻線で表現された三葉の中心飾をもつ。112は ,

銅製の手鏡である。小形の方鏡全 鏡背には1対の鉦が

付く。文様は柳に旅人と見られる人物を主題としたものく

「天下一ヤ側 の文字が施されている。

①25Y4/2暗灰黄色シルト質粘上 (土壁を塊状に

合む,円礫が若干混じる

②25Y5/6黄褐色粘土塊 (上壁)

③25Y4/1黄灰色砂混じリシルト

①～③ :井側裏込め土

④25Y5/1黄灰色砂礫混じリシルト(円 礫を含む)

④:SE101掘 り方埋上

SE101平・断面図 (1/40)

-19-

第 18図



95

浪
Ｐ
イη
場
五

110

0             10cm
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第 19図 SE101出土遺物実測図
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SK101(第 20図参照)

調査地南西部において確認した埋甕である。埋甕には

土師質製のものが用いられているが 上半部は破壊され

ている。体部の径は0.5m程く 埋設の掘り方は0.6m

程の円形に検出できた。検出高は,1.24mを測る。埋甕

の中から,比較的多数の出土遺物があり,図化したよう

な陶磁器片の他,瓦片や板ガラスの細片が認められる。

所属時期は出土遺物から,概ね 19世紀後半頃の所産

と推定される。

SK101出土遺物 (第 20図参照)

113は肥前系磁設 、染付輪花皿である。焼継ぎ痕と

金彩による傷隠しがみられ,高台内に焼継印が記されて

いる。l14は京・信楽系陶器金 月ヽ杯である。渦高台で

扶りをもつ。115。 116は ,施釉陶器の急須及び鍋である。

115の急須は,白土によるイッチン描きの施文が認められ

る。l16の鋼は,外面にトビカンナと鉄泥を施している。

l17は備前系陶器括鉢全 国縁部の形態が白神編年 (白

神 19921の Ⅱ型式に該当し,堺 。明石産と推定される。

118は施釉陶器の鉢である。赤色に焼き締まり,暗赤褐

色の釉が施されている。119は土師質土器全 大甕ある

いは井側の口縁部と考えられる。

SK102(第 21図参照)

調査地南西部において確認した土坑である。検出高

1.24m,平面で西端を欠くカミ 幅 1.2m程の隅丸方形を

呈する。断面は舟底形を呈し,深度は0.18mと なる。埋

土は2分層できるが 上・下層とも炭・焼土粒を含み上層

部には多量の円礫が混じる。出土遺物は少量金 瓦片の

みである。所属時期については,SK103,SX102に後出

する重複関係から19世紀中葉以降の所産と考えられる。

SK102出土遺物 (第 21図参照)

120は三巴文の軒九瓦である。

N

①25Y4/1黄 灰色シルト(埋養裏土)

刑 m

0         1m

L〓 1

Ａ
杉

咀

第 20図 SK101平・断面図 (1/40),出土遣物実測図 (1/3)
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SK105(第 21図参照)

調査地南部において確認した土坑である。検出高 1.23

m,平面は 0.8～ 1.Om程の不整形な円形を呈し,西壁

に段をもち底部が楕円となる。深度は046mを浪1り,埋
土は2分層できる。上 。下層ともシルト質土く 上層部は

焼土粒,瓦片を合み,下層では掲鉄鉱の沈着が認められ

る。出土遺物は少量全 図化したものの他,肥前系陶器

土師質土器 瓦細片が認められる。所属時期については
,

平面の重複関係で SA101}5を 後出して検出されている

ことから,概ね 19世紀中葉頃の所産と推定される。

SK105出土遺物 (第 21図参照)

121は鉄釘である。

SK106(第 21図参照)

調査地南部において確認した土坑である。検出高 1.24

m,平面は0.8m程の円径を呈し,東壁に弱い段をもち

底部が長方形に下がる。深度は0.18mを測り,埋土は2

分割される。上下層とも炭,焼土粒を含んだシルト質土全

上層部においては,黄色を呈した土塊や瓦片が認められ

る。出土遺物は少量金 図化したものの他は土師質土器

細片のみである。所属時期については,平面の重複関係

で SK126に後出して検出されていることから,概ね 19世

紀中葉頃の所産と推定される。

SK106出土遺物 (第 21図参照)

122は ,土師質土器皿である。胎土は鈍い橙色を呈し,

底部には回転糸切り痕が残る。

SK108(第 21図参照)

調査地西部において確認した土坑である。検出高 1.21

m,平面については北及び西側を欠くが 概ね長さ2m程
の長方形と推定される。深度は0,2mを浪1り,埋土は炭 ,

焼土粒,小円礫を含むシルト質上の単層である。出土遺

物は少量全 図化したものの他,肥前系磁器瓶,京 。信

楽系陶器端反碗,軟質施釉陶器 土師質土器 瓦細片

がある。所属時期については,これらの出土遺物及び遺

構面から概ね 19世紀中葉頃の所産と推定される。

SK108出土遺物 (第 21図参照)

123は京。信楽系陶静 、銹絵を施した碗である。124

は瀬戸・美濃系陶設 、緑釉を施した0彦0鉢 口縁部で

ある。125は菊丸瓦である。126は軒平瓦である。巴の中

心飾をもち,高松城編年 (佐藤2000の様相5にオロ当する。

SK104(第 22図参照)

調査地南音脱こおいて確認した土坑である。検出高1.22m,

平面は長さ2m,幅 1.2m程の長方形を呈するものく 南

端の底面が楕円形に窪む。深度は最深でQ52mを浪1り,埋

土は3層に細分される。埋土は基本的に炭,焼土粒,瓦 ,

円礫を缶をだシルト質土奄 堆積状況から北方向からの整

地により埋没したものと推察される。出土遺物は少量く 図

化したものの他,肥前系磁器瓶,備前系陶器 土師質土器

細庄 九瓦片がある。所属時期については,平面の重複関

係く SK120よ 喝V子しSE101の掘り方より後出して検出さ

才ぱfいることから,概ね19世紀中葉頃の所産と推定される。

SK104出土遺物 (第 22図参照)

127は肥前系磁設 、染付の鉢である。128は平瓦く

凹面にナデ調整を加えるカミ 凸面が未調整となっている。

129はほぼ完存する丸瓦全 長さ254cm,幅 12.9cmを測る。

凹面側にはコビ土 布目圧痕に加えて吊紐痕が認められ

る。130は軒丸瓦。131～ 134は ,鉄釘類である。

SKl14(第 23図参照)

調査地北部において確認した土坑である。検出高 1.10

m,平面は 1,1～ 1.3m程の円形を呈する。深度は 0.44

mを測り,断面は台形を呈する。埋土は細分され,上位

に瓦礫,炭,焼土粒を含むシルト質上が堆積し,下位で

は砂土となって認められる。隣接する遺構の重複関係で

は,SKl15を切り,SKl13に切られて検出できた。出土

遺物は少量全 図化したものの他,肥前系磁器碗,同鉢 ,

軒平瓦の細片がある。

SKl14出 土遺物 (第 23図参照)

135は肥前系磁器く 染付の紅猪口である。1361よ施釉

陶器択スである。外面に責灰色の釉を掛I九 赤色の上絵を

施現 胎土は褐灰色を呈し,富田・理兵衛焼と推定される。

SKl15(第 23図参照)

調査地北端において確認した土坑である。検出高 1.12

m,北端が調査地外へ廷びるが 平面は概ね 1.5m程

の方形を呈するものと推定される。深度は0.22mを測り,

埋土は2層に分層できる。上層の堆積物には人頭大の角

礫の他,炭,焼土,責色土塊,瓦礫を含沐ンでおり,整地

により埋没したと考えられる。下層には,炭を含沐ッだシル

ト質土が堆積する。出土遺物は少量全 図化したものの

他,肥前系磁器碗,同瓶,肥前系陶器刷毛目鉢がある。

所属時期については,出土遺物及び遺構面から概ね 18

世紀後半～ 19世紀中葉頃の所産と推定される。

SKl15出土遺物 (第 23図参照)

137は肥前系磁器の紅猪口である。

SKl16(第 23図参照)

調査地北端において確認した土坑である。検出高 1.14

m,平面は 0.94～ 1.2mの楕円形を呈する。深度は041

mを測り,断面は台形を呈する。埋土は2層イこ分層できる。

上層の地債物は炭,焼土,黄色土塊,瓦礫を含沐ッでおり,

整地により埋没したと考えられる。下層には,炭,礫を含

んだシルト質土が堆積する。出土遺物は少量全 図化し

たものの他,肥前系磁器碗,肥前系陶器皿,京・信楽系

陶器色絵碗がある。出土遺物及び遺構面から概ね18世

紀後半～ 19世紀中葉頃の所産と推定される。
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磁

S
L=150m

0             1:
SK102

①5Y5/1灰色砂混じリシルト～シルト質粘土(炭 ,焼土粒を

含む,円礫を多量に含む)

②25Y5/1黄 灰色シルト質極細砂(炭 ,焼土粒を若干含む
,

オリーブ黄色上を含む)

〕        10cm

0             10cm

①25Y5/1黄 灰色シルト質極細砂(炭 ,焼土,瓦片,オ リーブ

黄色土塊を含む)

②25Y4/1責灰色シルト(炭 ,焼土粒を若干含む)

23

O          Scm

lm

①25Y6/2灰黄色シルト質極細砂(炭 ,焼上粒を者干含む,

円礫,瓦 片を含む)

SK105  ②2 5Y5/1黄灰色シルト(炭 ,掲鉄鉱を含む,円礫を含む)

ど‰判函鐵ラ丼
二

①25Y5/3責掲色ンルト(炭 ,焼土粒,小 円

礫を若干含む)

②5Y5/1灰 色シルト(SP108埋 土)

一～

配

0        1m

SK108

第 21図 SK102・

0         10cm

105。 106。 108平・断面図  (1/40),

ユ■ 妙 翠′彎
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S

L〓 1.30m

0                       2m

①25Y5/1黄灰色シルト質極細砂 (炭 ,焼土粒,

オリーブ黄色土娩を含む,瓦 ,円礫を多く含む)

②25Y5/1黄灰色ンルト質極細砂 (炭 ,焼土粒,

オリーブ黄色土塊を含む)

③25Y5/2暗灰責色シルト～シルト質極細砂

(炭 ,焼土粒を含む,瓦 ,円礫を多く含む)
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第 22図 SK104平・断面図 (1/40),出土遺物実測図 (1/3,1/4,1/2)
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S
L〓1.20m

SKl14

―
」

0        1m
|

136

0             10cm

N

①2.5Y5/1黄灰色シルト(炭 ,焼土粒を若干含む
,

瓦礫を多く含む)

②25Y6/1黄灰色シルト質極細砂(炭 ,焼土粒を

者干含む)

③25Y6/1黄灰色極細砂(炭を若干含む)

④25Y6/3鈍 い黄色砂混じ!)シルト

―
磁

S

L〓1.20m

0         1m

①25Y5/1黄灰色シルト(炭 ,焼土,オ リーブ黄

色土塊,瓦礫を含む)

②25Y6/1黄灰色シルト質種細砂(炭を含む)

:7                 10cm

SKl15

NS ①25Y5/1黄灰色シルト(炭 ,焼土,オ リーブ黄

色土塊,瓦 ,礫 を含む)

②25Y6/1黄灰色シルト(や や砂質,炭を若干

含む,礫 を含む)

日 .郷m

0        1m

司
、

N

)        lm

141

10cm

ヽ

▼

SKl19
0

①25Y5/1黄灰色シルト(炭 ,焼土

粒,瓦 ,礫 を含む)

②25Y5/1黄灰色シルト(し まる)

③25Y6/2灰黄色砂混じリシルト

質極細砂

| |

第 23図 SKl14・ 115。 116・ 119平・断面図 (1/40),出土遺物実測図 (1/3)
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SKl16出土遺物 (第 23図参照)

138は肥前系陶謙 、京焼風碗の口縁部である。139イよ
,

備前系陶器悟鉢の口縁部である。口縁部及び悟目の特徴

から,柔岡編年 (乗岡 200分 の近世 2b。 3期に相当する。

140は土師験 、亀の焚口部分の細片と考えられる。

SKl19(第 23図参照)

調査地北東部において確認した土坑である。検出高

1.01m,平面は07m前後の円形を呈する。深度は 0.26

mを測り,埋土は3層に分層できる。上層は炭,焼土 ,

瓦礫を含むシルト質土全 中層の締まったシルト層を挟み,

底の段部に下層の砂混じリシルト質上が堆積する。出土

遺物は少量全 図化したものの他,土師質土器皿・火鉢

の細片がある。所属時期については,平面の重複関係で

SKl12に後出して検出されていることから,概ね 19世紀

中葉以降の所産と推定される。

SKl19出土遺物 (第 23図参照)

141・ 142は,中国産磁碗の口縁部である。141は口縁

部が「 く」字形に外反し,内面に櫛目が認められ横田・

森田分類 (横田・森田1970で白磁碗Ⅵ類に相当する。

142は龍泉窯系青磁全 内面に片彫りの施文が認めら

,tる。

SK120(第 24図参照)

調査地南部において確認した土坑である。検出高 1.22

m,南半をSX102に より切られているが平面は 0。7～ 0.9

m程の楕円形を呈してみられる。深度は 0.37mを 測り,

埋土は2層に分割される。上・下層とも若干の炭,焼土 ,

を含むシルト質土だが 上層がやや締まる。出土遺物は

少量く 図化した土師質土器のみである。所属時期につ

いては,平面の重複関係で SK104 1こ後出して検出されて

いることから19世紀中葉頃の所産と推定される。

SK120出土遺物 (第 24図参照)

143は ,土師質土器皿である。胎土は灰白色を呈し,

見込みに仕上げナデ 底部に1ま板状圧痕が認められ高松

城編年 (佐藤 20031の皿V形式に相当する。144は土師

質土器甕の口縁部全 胎土は鈍い橙色を呈する。

SK122(第 24図参照)

調査地北西隅において確認した土坑である。検出高

1.07m,南半を欠くが平面は0.6m程の円形を呈するもの

と推定される。深度は0.52mを測り,埋土は2層に分層

できる。上層は炭,焼土粒,瓦片を含むシルト質上で
,

下層は若子の炭を含んだシルト質土である。出土遺物は

少量金 図化したものの他,土師質土器足釜,丸・平瓦

細片がある。所属時期については,遺構面から概ね 19

世紀中葉頃の所産と推定される。

SK122出土遺物 (第 24図参照)

1451ま砥石である。

SK126(第 24図参照)

調査地南部において確認した土坑である。検出高 123

m,平面は上端が歪になっている力弓 段が付く内側では

径 075m前後の円形を呈している。SX103を基盤として
,

深さ0.67m前後まで開削されている。埋土は3層に分層

でき,上 。中層は瓦や黄色土塊,炭,焼土粒を含スッだ粘

質土く 下層は円礫を含む締まった灰色粗砂層である。

全体的に丼戸状を呈しているが 湧水層には及んでいな

い。出土遺物は少量全 図化したものの他,肥前系磁器

端反碗,肥前系陶器皿,同鉢,京・信楽系陶器瓶,備

前系陶器括鉢がある。所属時期については,出土遺物か

ら概ね 19世紀中葉頃の所産と推定される。

SK126出土遺物 (第 24図参照)

1461よ ,土師質土器足釜である。147は施釉陶器小杯全

鳥を描く鉄絵と高台に袂りをもつ。

SKl12(第 25図参照)

調査地北部において確認した土坑である。検出高 1.12

m,SKl13・ 118に切られるが 平面は17m足らずの円

形を呈している。深度は0.94mを測り,断面は上方で段

が付く。埋土は4分割され,上層は炭,焼土,土壁,小
円礫を含むシルト質土く 中層の極細砂層を挟み下層で

は,炭や土壁を含んだシルト質土が堆積しており多量の

遺物が認められた。土坑としたが 最下層の小円礫を含

む灰色砂質上において湧水が認められ,出土遺物に丼側

とみられる土師質土器片が多数認められたことから,井

戸跡であつた可能性が考えられる。出土遺物はコンテナ

5箱分あり,図化したものの他にも肥前系磁器碗・皿・瓶 ,

肥前系陶器刷毛目鉢,瀬戸・美濃系陶器碗。鉢・水甕,棗
信楽系陶器端反碗・小杉碗・急須・蓋・瓶・香炉類,施
釉陶器碗,軟質施釉陶器土瓶類,丸・平瓦などが認めら

れる。所属時期については,出土遺物から概ね 19世紀

中葉頃の所産と推定される。

SKl12出土遺物 (第 25～ 27図参照)

148・ 149イよ鉄釉,白色釉を重ねた施釉陶器碗奄 平

杉形を呈し渦高台をもつ。胎土・メ由調から,富田・理兵

衛焼との関連が推祭される。150～ 1531よ京・信楽系陶

器く 150は端反碗,152・ 153は 小杉碗である。151は

長く外反する口縁をもち,透明色の釉を施す3貫入が著し

い。154。 155は瀬戸・美濃系陶器全 碗蓋及び碗である。

154は ,呉須色の染付文様をもつ。1551ま広東碗く 呉

須及び鉄錆を用いて外面の宝珠文を施文している。見込

には,五弁花を描く。156～ 159は ,磁器製の紅猪口で

ある。156・ 158は関西系,あるいは瀬戸・美濃系,157・

159は肥前系のものである。160は瀬戸・美濃系陶器全

ヒダ皿である。1611鋼巴前系磁敵 、蛇ノロ凹形高台をも

つ輪花の染付皿である。162・ 163は,備前系陶器灯明

皿である。164は施釉陶器火入である。鏑文をもち,鉄
釉が施されている。165は鉄釉,白釉を重ねる陶器蓋奄
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0         1m

N

巾

S

①25Y6/2灰 責色シルト質種細砂(や や締まる,

炭,焼土粒を若干含む)

②2.5Y4/1責灰色シルト(炭,焼土粒を若干合む)

144

10cm

SK120

Z
ト学

N S

Hmmu

①25Y5/1黄灰色シルト質極細砂(炭 ,焼土粒,瓦片

を含む)

②25Y6/1黄灰色シルト質極細砂(炭を若干含む)

SK122

0          5cm

0             10cm
|

①5Y7/4浅 黄色シルト質粘上(瓦片を含む)

②25Y5/1黄灰色シルト質粘土(炭 ,焼土粒,浅黄色土塊を含む)

③5Y5/1灰色粗砂(締まる,円 礫を含む)

0        1m

第 24図 SK120・ 122・ 126平・断面図 (1/40),出土遺物実測図 (1/3,1/2)
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0                       2m

W

L=1.20m

①25Y4/1黄 灰色シルト(炭 ,焼土粒を若干含む,上壁,小 円礫を含む)

②5Y7/3浅 黄色極細砂

③25Y5/1黄灰色シルト質極細砂(炭を合む,土壁を多く含む)

④5Y5/1灰 色砂質シルト(小円礫を含む,湧水層)

①～④:SKl12埋 上

⑥2.5Y4/1黄灰色シルト(炭を若干含む)

⑥25Y5/1黄灰色シルト質極細砂(炭 ,焼土粒を若干含む)

⑤・⑥:SKl18埋 土

E

く三三≡三≡≡≡垂霊巨≡≡≡三憂≡7亀 62

163

SKl12・ 118平 。断面図 (1/40),SKl12出土遺物実測図 (1/3)
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鋼
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第 27図  SKl12・ 118出土遺物実測図 (1/3,1/4,1/2)

胎土は暗赤褐色に焼き締まる。受け部には熔着痕が認め  軒平瓦である。179～ 182は金属製品奄 179。 180は鉄釘,

らン化る。 181は釣針状の金具である。182は片刃のものく 刃器類

166は京・信楽系陶器全 鉄絵を施した瓶である。1年  と考えられる。

は肥前系磁謙 、山水文の染付文様をもつ鉢である。焼

継ぎ痕,金彩の傷隠しがみられ,高台内に「六」の焼継

印が記されている。168は陶器鋼全 外面が煤化している。

169・ lЮ は土師質土器羽釜,Vllよ同焙烙である。172・

173は土師質土器の甕類く 172は口縁部に貼付の突帯

をもつ。173は,井側と考えられる大形品の回縁部である。

174は土師質製の規炉である。重複関係のあるSKl13出

土品と接合する。焚口は口縁上端から切り込み,口縁内

側に3箇所の切欠きをもつ。外面は平滑だが 内面には

指オサエ,ナデ調整が認められる。175は月巴前系磁器の

水滴である。1拓 は軟質施釉陶敵 、 ミニチュア玩具であ

る。 177は 2箇所の釘穴をもつ三巴文軒丸瓦く 凹面

にはコビキ痕,刺子及び内叩き痕が残る。1路 は唐草文

185

0          5cm

SKl18(第 25図参照)

調査地北部において確認した土坑である。検出高 1.01

m,平面はQ.56～ 088mの楕円形を呈するもの全 西端

はSK112を 切り込み開削されている。深度は0.37mを 測

り,断面はU字形を呈する。埋土は2層に細分できるが

概ね上・下層ともは若干の炭,焼土粒を含むシルト質土

で充填されている。出土遺物は少量く 図化したものの他 ,

肥前系磁器碗,瀬戸・美濃系陶器腰錆碗,京・信楽系

陶器色絵碗がある。所属時期については,平面の重複関

係で SKl12に後出して検出されていることから,概ね 19

世紀中葉以降の所産と推定される。
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SKl18出土遺物 (第 27図参照)

183・ 184は火入Q 1831ま月巴前系磁器青磁, 184イよ京・

信楽系のものである。183の見込みには,砂粒の熔着痕

が認められる。185は鉄釘である。

SK125(第 28図参照)

調査地中央部,東端において確認した土坑である。検

出高 1.01m,平面は南北方向に1.85m,東西方向では

0.56mを法1るが 調査範囲外になる東方向へと広がる。

SX101と 隣接する西端は,不明瞭ながらこれに切られて

いるものと判断した。深度は046mを測り,断面は北側

で段が付くことが調査地東壁で確認できた。埋土は単層

で ,瓦礫を多量に含むシルト質上で充填されている。出土

遺物はコンテナ1/4箱分あり,図化したものの他,肥前

【
―

N
L=1.50m

調査地東壁土層図

①25Y4/1黄 灰色シルト(瓦 ,礫 を多量に含む,鉄分沈着):SK125埋土

系磁器碗,瀬戸・美濃系磁器碗,瀬戸・美濃系陶器碗 ,

京。信楽系陶器端反碗,施釉陶器甕,軟質施釉陶器鋼類 ,

備前系陶器灯明皿,上師質土器奏類,瓦質土器羽釜等

がある。所属時期については,出土遺物から概ね 19世

紀中葉以降の所産と推定される。

SK125出土遺物 (第 28・ 29図参照)

186は 肥前系磁器金 広東碗である。187～ 189は ,

京・信楽系陶器である。187は,亀甲と鏑を型押しした碗。

188は 端反碗,189は灯明皿である。190～ 193は ,備
前系陶器である。190は灯明皿。19日ま(匡)鉢。1錫・

193は指鉢く 口縁部の形態が白神編年 (白神 19921の

工形式に該当し,堺 。明石産と推定される。194は瀬戸・

美濃系陶器水甕である。195～ 197は土型く 何れも土

製人形類の外型である。1951ま橙色を呈した精良な胎土

9

く《≡≡重雪匿三ョ::≡ΞΞ≡参ラ子90
1学

:ヽ

0             10Cm

第 28図 SK125平・断面図 (1/40),出 土遺物実測図 (1/3)
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狐
‐】俸
ま

第 29図 SK125出 土遺物実測図

を用い,凹面は衣服の級と「大和」の文字を刻み,キラ

コを塗布している。凸面には指オサエが顕者に残る。196

は,鈍い橙色を呈し砂粒・金雲母を含沐ッだ胎土を用いる。

凹面にキラコの塗布,凸面に指オサエ,ケズリ調整が認

められる。197は,やや粗い砂粒を含む灰白色の胎土を

用いる。

SKl13(第 30図参照)

調査地北部において確認した土坑である。検出高 1.12

m,平面は 1.lm前後の円形を呈し,北 。南端でSKl14

とSKl12を切り込んで開削されている。深度は0.61mを

測り,断面は台形で中位に弱い段がみられる。埋土は4

層に分層でき,上層にややグライ化した瓦や円礫,責色土

塊等を含んだシルトが厚く堆積し,中位に炭,焼土粒を

含むシルト質土,最下層には砂礫混じりのシルト層が認め

られる。遺物は概ね中位までに存在し,コンテナ 1ぬ 箱

10cm

(1/2)

分が出土した。出土遺物には図化したものの他,肥前系

磁器蓋,肥前系陶器刷毛目鉢,瀬戸・美濃系陶器植木鉢,

京・信楽系陶器端反碗,施釉陶器碗,軟質施釉陶器急

須,土師質土器甕類等が認められる。所属時期について

は,平面の重複関係で SKl12に後出して検出されている

ことから,lllね 19世紀中葉以降の所産と推定される。

SKl13出 土遺物 (第 30図参照)

198～ 200は肥前系磁器である。198は ,波佐見産

と推定される二重網目文の碗。199は小広東碗の底部。

200は 青磁香炉である。201～ 204は ,京 。信楽系陶

器である。201～ 203は小杉碗。204は灯明皿である。

205。 206は施釉陶器全 205は灯明具,206は鍋く 何

れも暗赤褐色に施釉される。207・ 208は備前系陶器帽

鉢全 各々口縁部等の特徴から,207が乗岡編年 (乗岡

200分 の近世 2b。3期に相当し,208については白神編窯 白

神 199め のI形式に相当するもので堺・明石産と推定さ
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L=1.20m
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①N5/0灰 色シルト(炭 ,焼土粒,オ リーブ責

色上塊,瓦 片,円礫を合む)

②25Y6/1黄灰色シルト(炭 ,焼土粒を合む)

③25Y6/1黄灰色シルト質極細砂(炭 ,焼土

粒を者干含む)

①25Y6/4鈍 い黄色砂礫混じリシルト(小

円礫を含む)

0           1m
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れる。209,210は型成形された狛大,あるいは獅子とみ

られる中空の上製品である。2091よ灰白色を呈した精良

な胎土全 210の胎土は鈍い橙色を呈する。211～ 214は ,

金属製品である。211～ 213は小柄く 刃部,柄が分割

して出上した力、 本来は同一品とみられる。214は鉄釘で

ある。

第1遺構面ピット出土遺物 (第 31図参照)

第1遺構面では,13箇所でピットが検出された。土坑

とともに密集して分布し,埋土についても同様に炭や焼土

粒,責色の粘土塊を含むシルト質上のものが多数を占め

る。深度は概ね 0.3m前後となるものが多く,出土遺物

も僅かであった。

215は SP105,216は SP102の 出土遺物全 瀬戸・美

濃系磁器の小碗である。

15

第 31図  SP105・ 102出土遺物実測図 (1/3)

SX101(第 32図参照)

調査地中央部において確認した性格不明遺構である。

検出高 1.14m,平面は長軸で約3m,短軸で約 2.5mを

測る長方形を呈する。深度は0,91mを 測り,断面は台形

を呈する。埋土は10層に細分できた力島概ね3つにまと

められる。上位には炭,焼土粒,責色土塊が混じる締まっ

たシルト層が存在し,中位では瓦礫混じりのシルト質土と

なり,下位ではややグライ化し瓦礫を多量に含む砂質上の

堆積が認められる。また底付近では,若子の湧水がみら

れた。瓦片を除け戯 遺構の規模に比べて出土遺物は少

なく,コ ンテナ1/2箱分となった。図化したものの他では,

青花細片 月巴前系磁器碗,同皿,同瓶,肥前系陶赴 、

瀬戸・美濃系陶器髪水入れ,京・信楽系陶器碗,施釉

陶器鉢,備前系陶器悟鉢,同灯明皿,土師質土器椀 ,丸

平瓦の細片が認められる。所属時期については,これら

の出土遺物から,概ね 19世紀中葉頃の所産と推定される。

SX101出 土遺物 (第 32図参照)

217は中国産白磁碗の口縁部,218は土師質土器杯の口

縁部,2191よ弥生土器脚部,2201よ土師質土器足釜全

中世以前の所産であり混入遺物と考えられる。

221～ 223は,肥前系磁器の紅猪口である。2241よ京・

信楽系陶器色絵碗の底部く 高台内に紅とみられる赤色

の付着物が認められる。225は京・信楽系陶器の灯明皿

である。226は三巴文軒丸瓦の細片である。227は粘土

塊奄 粗いケズリ調整が認められる。

SX103(第 33図参照)

調査地南西部において確認した性格不明遺構である。

検 出高は最高位で 1.25mを 測るが SA101,SKЮ l・

105・ 106,SX101な どが基盤としており,第 1遺構面の下

層部に相当する。東面を撹乱等により欠くが 平面は長

軸で 5.5m,短軸で2mの規模をもった長方形と推定さ

れる。深度は0.56mを測り,断面は台形状と推定される。

埋上の増積状況については,概ね上位に炭,焼土粒を含

んだシルト層があり,中位以下は底部に至るまで炭,焼土

を含んだ瓦礫混じりの堆積が認められる。出土遺物はコ

ンテナ1箱分全 図化したものの他では,肥前系磁器碗 ,

肥前系陶器細几 備前系陶器瓶,土師質土器細庄 九・

平瓦庄 牛馬の歯が認められる。所属時期については
,

これらの遺物から概ね17世紀後半以降の所産と推定され

る。

SX103出土遣物 (第 33図参照)

228は中国産白磁碗の口縁部である。229は肥前系陶

器の回縁部である。2301よ備前系陶器甕の口縁部く 突

帯をもつ。231・ 232は備前系陶器悟鉢全 乗岡編年 (乗

岡20021の 近世 lb～ 2期の所産と考えられる。233は

肥前系陶設 、象嵌文様を施す三島手の大皿である。見

込み及び畳付に砂目の熔着が認められる。大椅編年 (大

橋 20001で は, I・ Ⅲ期の所産と考えられる。234は丸

瓦の玉縁部である。235は鉄釘である。

SX102(第 34図参照)

調査地南端において確認した性格不明遺構である。検

出高 1.2m,平面は南面を欠き北 。東側については複数

の遺構と重複し判然としない。深度は0.28mを測り,埋
土は炭,焼土,責色土塊,瓦礫を含むシルト質上の単層

である。出土遺物はコンテナ1/4箱分金 図化したもの

の他では,肥前系磁器皿,備前系陶器橋鉢,軟質施釉

陶器鋼,九・平瓦片 粘土塊が認められる。所属時期に

ついては,出土遺物から概ね 19世紀中葉頃の所産と推

定される。

SX102出土遺物 (第 34図参照)

236は肥前系磁器全 染付文様の蓋である。237は月巴

前系磁器碗く クト面に上絵の痕跡が認められる。238は

瀬戸・美濃系磁器の端反碗口縁部である。2391期巴前系

磁器全 氷裂菊花文を染付けた碗底部である。2401ま東

信楽系陶器の小杉碗である。241は備前系陶器の灯明皿

である。2421ま三巴文軒九瓦の瓦当部である。

SP105

0            10Cm

SP102

0 10cm
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吾
―

①25Y6/2灰 黄色シルト(締 まる,炭 ,焼土粒を含む,

オリーブ黄色上塊混じる)

②25Y6/1黄灰色シルト質極細砂(炭 ,焼土粒,瓦片,

小円礫を含む)

③25Y5/1黄灰色シルト質極細砂(炭 ,焼土粒,瓦 ,礫

を含む)

④25Y5/1黄 灰色砂混じリシルト質極細砂(炭 ,焼

土粒,瓦 ,礫 を含む)

⑥25Y5/1責 灰色シルト質極細砂(や や砂質,瓦礫

を含む,炭,焼土粒を若干含む)

⑥25Y5/1黄灰色シルト質極細砂(や や砂質,炭 ,焼

土粒,掲鉄鉱を含む)

⑦25Y5/1黄 灰色シルト質極細砂(小 円礫,掲 鉄鉱

を含む,炭,焼土粒を者干含む)

⑥2.5Y5/1黄 灰色シルト質極細砂(や や砂質,瓦礫,

掲鉄鉱を含む,炭,焼土粒を若干含む)

◎25Y4/1黄灰色砂混じリシルト(小円礫を多く含

む,炭 ,焼土粒を含む)

①N5/0灰色砂質シルト(瓦礫を多く含む)

0                     10cm
…

反
更

冨〒

Ξ≡≡
了

~~~Iラ

フ
を 18

1勘

13
2｀  4

盛

o            10cm

◆  と

o         10cm

o          5cm

第 32図 SX101平・断面図 (1/40),出土遺物実測図 (1/3,
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0                       2m

①～③ :SK126埋土

④25Y5/1黄灰色シルト質極細砂(炭 ,焼土粒を含む)

⑤25Y4/1黄 灰色シルト(炭,焼土粒を含む)

⑥2.5Y7/2灰黄色細砂(瓦片,小 円礫を含む)

⑦25Y5/1黄灰色砂混じリシルト(炭 ,焼土粒瓦礫を多く含む)

③25Y6/1黄灰色砂質シルト(炭 ,焼土塊,円 礫を含む)

◎25Y6/3鈍 い黄色砂混じリシルト質粘土(拳大角礫を含む)

⑩25Y7/4浅 黄色シルト質極細砂(炭 ,焼土粒,瓦片を若干含む)

③～⑩ :SX103埋土

フ ア

３２

∩

脚

――Ｉ

Ｖ
一

0          5cm

第 33図  SX103平・ 断面 図  (1/40), 出土遺物実測図 (1/3,1/4,1/2)
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N・上

幻/砂期

こ 墓 ∠ 生 241

10cm

0         10cm

F導/ 調査地南壁土層回

①25Y5/1黄灰色シルト～シルト質極細砂(炭,焼土,責色土塊,互,礫を含む):SX102遅土

第34図 SX102平・断面図 (1/40),出 土遺物実測図 (1/3,1/4)

B層

箕β l
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第4章 ま と め

第1節 中世以前について

中世以前における高松城跡の周辺の状況は,1995年
以降,高松駅周辺の再開発に伴う発掘調査 (乗松 2004,

佐藤 2003,松本 2003a・ bなど)によってデータの蓄積

が進んでいる。近年,これらの成果や本市の発掘調査

成果に基づく考古学的研究と文献史学の研究成果 (田

中 1996,上 野 2007a・ b,渋谷 2007a・ b,佐藤 2007)

の総合化によって,地形復元や遺構変遷,中世港町

としての「野原」やその景観が解明されつつあるととも

に,古代以前の様相や近世との連続性 (大嶋 2007・ 佐

藤 2007blな ども明らかにされるなn 目を見張る成果

を挙げている (上野・佐藤 200猛 松本 2007a o b,大 嶋

200z 〒庁本寸2007)。

今回の調査の第2遺構面において中世以前の遺構を確

認することができたが 検出できた遺構に対して出上し

た遺物の量が非常に少ないため,時期を限定できる遺構

は僅かである。そのため,本節では先の成果の比較を通

じて,今回の調査成果についてまとめることとする。

【弥生時代後期後半】

確実な当該期の遺構はSK210と SP232のみである

が その他の遺構 (SB201,SD201,SK202,SK203,

SK2141からも出土遺物に混メする形で弥生土器が出土

している。近接するヨンデンビル建設に伴う調査 (小ナ||

200つ でも,弥生時代終末期～古墳時代前期の遺構・

遺物が確認されている。また,明確な遺構はないが 当

該期の遺物が出土した東町奉行所の調査 御 サヽ|120051,

無量寿院跡の調査 (中西2000などもある。

今回の調査でSK210と SP232が確認された範囲は
,

砂堆の中でもより高い箇所で,砂堆の中でもあまり削平

を受けていない範囲では,弥生時代後期後半～古墳時

代前期の遺構が確認できる可能性が想定される。既に

指摘されているように,この周辺が砂堆の中でもより安

定した土地であったと考えられ,今後の資料の蓄積が期

待されるところである。また,西日本レベルで見た場合

砂堆に築かれた当該期の遺跡 (港湾的集落)が他所でも

確認されており,高松城跡周辺でも同様な性格の遺跡が

確認される可能性も考えられる。

【古代】

古代以降と判断できた遺構はSK203と SP203のみで

ある。周辺の調査では,ヨ ンデンビル建設に伴う調査 1/jヽ

サ|120041や 九の内地区の調査 (松本 2000で確認され

ているが 遺構・遺物とともに僅かである。九の内地区

の調査では,9～ 10世紀の遺物が出土した遺構は大き

く削平されており,古代以前の遺構は,中世以降に削平

されている場合も想定される。

【中世】

中世以降と判断できる遺構は,SB201,SD201・ 202,

SK202・ 208・ 209。 213'214, SP217・ 224・ 230。 231・

253・ 254である。その中でも時期を限定できる遺構は下

記のとおり,大きく2つの時期に分けることができる。

①中世前半 (13世紀後半―/1 iSK202, S P 224・ 231

②中世末 (16世紀後半―l iSD201,SK213・ 214,SP254

遺構は非常に断片的であり,個 の々時期の様相を復元

することイまできないが これまでの周辺で行われた調査

によって確認されている遺構・遺物の時期 (12～ 13世紀,

15～ 16世紀)と概ね一致している点は指摘できる。ま

た,今回の調査で確認された溝 SD201(N-13° Elは ,

東町奉行所 1/Jヽサ|12000や片原町遺跡 1/Jヽサキ12002)な

どで確認されたN-10° ―Eに近い方位をもつ15～ 16世紀

代の溝と同様な地割を示す溝と考えられ,大嶋氏 (大嶋

20071が指摘しているように16世紀段階には高松平野

の条里地割 (N-10° ‐E)がこの周辺まで廷伸してきた状況

を示していると考えられる。

【小結】

非常に断片的な資料なため, これまでの調査研究成

果に新たな成果を加えるような点はない力ヽ SD201な ど

の成果は大嶋氏の見解を補強する資料と言えるであろう。

今後,調査地周辺の道路拡幅にともなう発掘調査が予

定されており, さらなる情報の収集と古代以前の様相な

どについての解明が待たれるところである。

第2節 近世以降について

調査地点と高松城の位置関係は,現在も残る太鼓櫓台

(長櫓)がある桜の馬場跡の南東隅から中堀・堀端を挟み,

そのほぼ射面側の武家地に相当している。

生駒時代の末期にあたる絵図『生駒家時代讃岐高松

城屋敷割図』によれば,桜の馬場は武家屋敷となってお

り,太鼓櫓は対面所として記載されているが その対面

側となる外曲輪の武家地には,三野四郎左衛門,その

西隣には前野次太夫といった重臣の屋敷が認められる。

屋敷を並べる両者であるが 生駒騒動においては対立関

係にあり,三野四郎左衛門は藩主一族や在地出身の家臣

からなる派閥に属し,前野次太夫は江戸藩邸や藤堂家に

近い家臣の派閥に属していた。

生駒家改易後,松平初期については,文献資料『生

駒家廃乱記』によれば三野四郎左衛門の屋敷は太田兵

衛,前野次太夫の屋敷は石井仁右衛門の屋敷となったこ

とが記されており,石井仁右衛門については『高松藩士

由緒録』によれば,水戸徳川家の祖であり,松平頼重

の父である徳川頼房より仕える重臣全 高松入部時には
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二千石を拝領している。太田兵衛については不明だが

この時期に比定されている『高松城下図屏風』では石井

仁右衛門屋敷にオロ当する以上の屋敷構えをもって表現さ

れており, これに相応する重臣であると推定される。

このように生駒末期～松平初期において,当地は有力

家臣の屋敷地となっていたと考えられる力ヽ 当調査の結

果においては,こうした屋敷の有様を示すものに乏しく,

当該期に相当する可能性があるものとしてSE102が挙げ

られるのみである。

こうした状況については,以後の整地による影響を大き

く受けたことが要因の一つとして考えられる。第1遺構面

に属する大半の遺構が基盤とする17世紀後半以降の整地

(D層)には,瓦礫を多く含むことが観察されており,屋
敷地を改変した痕跡とも考えうる。享保3年 (17181の高

松大火以降となる絵図『高松城下図』(享保年間 1718～

1737),『讃州高松絵図』(1757)で は,先の2つの屋敷

を合わせたとみられる広大な敷地となり,「御用屋敷」あ

るいは「前ヤシ刊 と記されている。「御用屋敷」。「前ヤ

シ刊 が示すものは不詳ではあるが 従来の拝領屋敷か

ら大きく変更されたことが想定される。

この後,第 1遺構面で確認された遺構の多くが該当す

る19世紀代になると,当地は絵図において「江戸長屋」

と記される。『高松市街古図』(文化年間1804～ 18181

では,堀端に面して長屋門と考えられる長大な建物が描

かれており,明治15年に太鼓櫓から外曲輪に向って撮

影されたと考えられる写真 (ケ ンブリッジ大学所蔵)に
おいても海鼠塀をもった長屋門を見ることができる。また

この写真で見える限りでは,長屋門の内側になる敷地に

は,数棟のやや小さな建物が認められる。これ以外で「江

戸長屋」の実態を示す資料は乏しいが かつての地権

者の記憶では市街地化が進む中, この一角は昭和の初

期に至るまで写真に見られるような武家地の景観を良く留

め,参勤交代に用いられた道具類等が保管されていたと

ヤヽう。

調査範囲が一部に過ぎず この敷地内の状況を明らか

にできるものではないが 確認された遺構・遺物につい

ては,上述した当地の位置関係や第1遺構面の時期か

らこの「江戸長屋」に係る生活痕と考えられる。この内,

出土遺物に認められる小柄や土型は当地の居住者像や

その生業を端的に示すものとして挙げられ,武家が土製

人形といった焼物の玩具製作に携った可能性が考えられ

る。高松城内で窯業に関わる確認例については,西の九

地区で明治27～ 30年にかけて松平時代の御用焼物師

である理平 (理兵衛)が香川県監獄所で行ったものが知

られる。当地点の調査では窯業と判断できるものに乏し

いが 所属時期が幕末期に相当することから,武士階級

の居住者が副業あるいは趣向の一環として土製品を製作

していたことが想定される。
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・佐藤竜馬編 2000a『空港跡地遺跡W』 香川県教育委員会

・佐藤竜馬 2000b「「西村型土器椀」の系譜」『香川県埋蔵文化財セン

ター紀要』Ⅷ 香川県埋蔵文化財センター

・佐藤竜馬編 2002『高松城跡 (西の丸町地区)Ⅱ』香川県教育委員会

・佐藤竜馬編 2003『高松城跡 (丸の内地区)』 Ⅱ香川県教育委員会

・佐藤竜馬 2007a「『さぬきの道者一円日記』から見た中世後半の野

原」『「シンポジウム 港町の原像」準備会会報」四国村落遺跡研究

会事務局

・佐藤竜馬 2007b「 初期高松城下町の在地的要素」「港町の原像―中

世港町・野原と讃岐の港町―』四国村落遺跡研究会

・渋谷啓-2007a「高松の位相 讃岐・瀬戸内・西日本」『「シンポジ

ウム港町の原像」準備会会報J四国村落遺跡研究会事務局

・渋谷啓-2007b岡子・高松湾と瀬戸内海世列 『港町の原像―中世港町

・野原と讃岐の港町 』四国ホ寸落遺跡研究会

・白神典之 1992:「堺摺鉢考」『東洋陶磁 第 19号」

・田中健二・藤井洋-1996「冠緩神社所蔵永禄八年『さぬきの道者

一円日記』(写本)につい‐
Cd『香ナII大学教育学部研究報告 第 1部赳

第 97号 香,II大学

・中西克也編 2005『高松城跡 (無量寿院跡)』 高松市教育委員会

・乗岡実 2002『岡山城三之曲輪跡―表IHT―T目地区再開発ビル建設に

伴う発掘調査 』岡山市教育委員会

・乗松真也 2004「M～ 15世紀の上師質土器杯編年」『浜ノ町遺跡』

香,|1県教育委員会

・松本和彦編 2003『高松城跡 (丸の内地区)』 香川県教育委員会

・松本和彦 2007a「中世野原の景観～前提としての地形復元年」

『「シンポジウム 港町の原像」準備会会報』四国村落遺跡研究会事

務局

・松本和彦 2007b「 野原の景観と地域構造一発掘調査成果を中心に 」

『港町の原像―中世港町,野原と讃岐の港町¶ 四国村落遺跡研究会

・森村健-2002「福建省淳州窯系陶磁器につい幻 『大坂城跡発掘調

査報告I』 (財)大阪府文化町センター

・山本信夫編 2000『大学府条坊跡」XV― 陶磁器分類編―太宰府市

教育委員会

・横田賢次郎 ,森田勉 1978「 白磁・青磁の分類」『九州歴史資料館研

究論集4』
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遺構観察表
各測定値は検出された最大値を示す

遺構番号 側
嗣

鋤
①

帥
くｍ，

縦
ω

方位
面

状

平

形

面

状

断

形
重複関係 埋土特徴 出土遺修 所属時期 備 考

3問 相

当

‐５
帥
当

．
後

Ｔ

前 方形

,K203を 切る

前 後
直線 ∪字 形

を切る

～?371こ 切られる

上層 :褐灰色 (10YR4/1)ン ルト質4Hr土

中層 :灰 黄色 (25Y6/2)砂 混シルト(円

腱混じる)

下層 i褐灰色 (10YR6/1)砂 質シルト

不椀,土師質土器鍋 足釜 鉢,須恵
暑椀,瓦器抗,備 前焼破片

『離
直線 υ宇形

に切 られ る

ケ電。上師質土器杯 中世以 降

む )

(047) (精円形 ) 台形 ア含む)

(l175) (055) 蹴
珍

肝底形

P218を切る
,205に 切られる

OVR4/2灰 貢襴色粘質土 (10YR6/1褐

R色の砂質ブロンク少選含む。ホ褐色ブ
〕ック含む)

(055)
(隅丸方

形)

(舟底形 )

灰貢褐色 (10YR5/2)砂 質土 (小礫を少

量含む) ,ヽ青 lv‐ 碗

(llR丸 方

形 )

段 付
音灰黄色 (25V4/2)シルト質粘土 (灰

卜掲色粒 黄掲色粘上ブロンクを含む)

少重。モ師質土器杯

(I告 円形) 舟底形

変卿1楕円
形

段 付
,(203に切られる 少重。黒色上器ぬ

隅丸方形 段付

切る
SP228 229に ,られ
る

少ユ。弥生土器高杯,土 師質上器杯 ,

須志器杯 こ

(080) 円形 抒底形
IP234,235に 切 られ

FWJ丸方形 ″底形 含む )

少量。弥 生 土器 霊 ,上鐙 小生後 期 後 半

珠鉱混じる)

肝底形

P227251252に 剪
うれる

上層 :灰 貢色 (25V7/2)礫混ンルト

中層 i灰黄色 (25Y6/2)砂 混シルト(炭

赤褐色粒を若干含む )

下層 :褐灰色 (10YR4/1)砂 混シルト質粘

上 (炭を含む)

少亀。土RII質 土器14N,染め付け抗,半

瓦,鉄 器.動 物骨

変則桁円
を多く含む)

チ量。上師質土器杯 足金,須 恵器霊 10世紀 後 半

隅丸方形 段 付

段 付
掲灰色 (10YR6/1)砂 混ンルト(円 礫を含
む)

(円 形 ) 舟底形

(047) (円 形)? (u宇形 )

,K2021こ tJ」 らオLる 仄自色 (5Y7/1)砂 質上 (襴灰色

(10YR5/1)粘 質上混じる)

円形 υ宇形

円 形

円形 ∪字形

(030) (権円形 )

,K203を 切る

隅丸方形 舟底形
歩量。平瓦,弥生土器墾 中世 以 降

(027) (円形) υ宇形
只自色 (25Y7/1)シルト質極細砂 (浅貢

色 (5Y7/3)粘 上ブロックを含む )

円形 段 付
束色(5Y6/1)シ ルト質極細砂(粘性あり)

(円形) ∪宇形 (10VR5/1)粘 質土混じる)

円形 υ宇形
島灰 色 (10YR4/1,シ ル ト

円 形 U字形

(020) (円 形) U宇形
島灰色 (lllYR6/1)砂質ンルト

(040)
(隅丸方

形)
す)

(円 形) U字形
岡灰色 (10YR4/1,シ ルト質粘上 (炭を看

干含む)

楕円形 台形
島灰色 (10YR5/1)砂 lPLシ ルト

(024) (円 形) U宇形 む )

楠円形 段伺
褐灰色 (10YR5/1,砂 屁シルト(小礫混じ

る)

る)

円 形 ∪字形

U字形
周灰色 (10YR4/1)4b質 七(小 円礫を多

量に含む)
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遺構番号 制
訥

瓢
ω

劇
⑪

般
⑪

方位
面

状

平

形

面

状

断

形 重複関係 理 土特徴 出上迪物 所属時期 備 考

(円 形) U宇形
オリーフ黒色 (5Y3/1)砂 7H粘質■9ヽ 出
14を少量含む)

円形 U宇形 色上少量含む )

チ量。上師 質 上器杯 ,弥生 土器 篭

隅丸方形 色砂 赤掲色土多量に含む)

惰円形 ぜ字形 ロック混じる)

楕円形 し字形
オツーブ黒色 (5Y3/1)砂 混粘質上(貢灰
色砂ブロック混じる)

)る )

円形 ∪字形 ■)

隅丸三角

形
舟底形

IK208を 切る 悟灰貢色(25Y5/2)シルト(小円礫混t

る炭赤褐色l‐を含む)

隅丸方形 る炭 赤褐色粒を含む)

歩R。 土師質上器誕,須 恵器擁

隅丸方形 加底形 干含む)

円形 ∪字形
網灰色 (10YR5/1)シ ルト質粘上 (円 礫預

じる) 須忘器椀

円形 U宇形
B灰 色(10YR5/1)シ ルト質粘土(円 礫湧

'る

)

1/・ 里。弥 生 土器 疑

U字形 1(212に 切られる

桁円形 IT底 形 r多く含む 炭を若千含む)

円形 ∪字形
K209を 切る 島灰 色 (10YR5/1,17/礫 混シル ト

(楕円形 ) ,P2871こ 切られる 昆じる)

円形 U字形
貢灰色 (25Y4/1,粘 上(炭 禍色粒を含

む)

精円形 ∪字形
□灰色 (10YR6/1)砂 混ンルト

円形 U字形 礫含む)柱痕 (褐灰色 (10YR4/1)シ ル

ト(浅黄色ブロックを含む)

円形 u宇形 含む)

(円 形) U字形
島灰色 (10YR5/1)砂 浣シルト(小 円礫を

争む)

U字形
B灰色(10VR5/1)砂 混シルト

円 形 U宇形 じる)

円形 U字形 じる)

惰円形 舟底形 じる 炭を者干含む)

円形 U宇形
島灰色 (19YR5/1)砂 混シルト(小円際治

'る

)

少量。弥 生土器 疑 ,須 悪 器変

(舟底形 ) と含む)

(041) (楕 円形 ) (舟底形 ) ¬礫多且に含む)

(楕円形 ) υ字形
P248を切る

'K2061こ
切らオtる

円形 U宇形

隅丸方形

楕円形 舟底形 む )

少登。上師質土器杯,須 恵器重

円形 台形

蜘‐Ｏｎ，Ｓ醜
SI(105,SX101,102に

切らオtる

醜
Ｐ．

円 形

上層 25Y5/1東 灰色ンルト質極細V1/91

礫を含む ,締まる)

中層 :25Y5/1黄 灰色砂混じリンルト(締

まる)

下層 25Y6/1黄 灰色極細砂

市質土器細片

円形 台形

く合む ,抜取痕 )

中層 25Y5/1黄 灰色シルト質極細砂(PJ

礫を含む ,結まる)

ド層 :25V6/1黄 灰色極細砂9ヽ日礫を

台む.I・Fまる)

(040)
(lB丸 方
刃レ)

U宇形

(炭 ,廃 土,瓦片,日礫を含む,抜取痕)

中層:25Y4/1黄 灰色シルト(炭 ,焼土,オ

リーブ粘土塊を含む,抜 取痕?)

下層:25Y6/1黄 灰色極糸m砂 (絡 まる)

(054)
(隅丸方

形)

台形

(炭 ,焼■ ,明黄褐色土塊 ,瓦 片を合む ,抜

取痕)

中層 :25V5/1黄 灰色シルト質極細砂(円

礫を含む)

下層 !25Y6/1黄灰色極細砂(板石 .円 礫

を含む ,篤まる)

(炭 ,焼 土粒を若干含む ,瓦片を含む,抜

取痕 )

下層 :25Y6/1黄 灰色極細砂● 日ヽ礫を
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琶構番号 釧
諭

帥
⑪

劇
①

般
⑪

面

状

平

形

面

状

断

形
宣複関係 埋上特徴 出上進物 所属時期 備 考

(円 形) U字形 若干含む,オツーブ黄色上塊,瓦 片,日礫
を含む)

A101構 成

(117)
前 後

直線 U字形 監に含む 炭を若干含む)

(127) (円 形 ) 段 付 SX102を 切る

皿,鉢,蓋 ,紅猪口,】B前 系陶器碗,皿 ,刷

毛自鉢,瀬戸 美濃系陶器碗,京 信楽
系胸器甕,備前系陶器悟鉢,人形徳利,

瓦質土器羽釜,上師質土器変類,瓦細
片

災残る

(164) (円 形) 段付

上層 :5Y3/1オワーブ黒色砂混じリシルト

質粘上

中層 :25Y5/1黄 灰色シルト(オリーブ黄

色土塊を含む,第 1面上層基盤と頻似 )

下層 25Y3/1黒 褐色ンルト質粘上(人頭

大の川原石を含む)

最下層 25Y4/1黄 灰色砂混じリシルト

(小 円礫を含む,石組の裏込め)

掘り方 :少量。傭前系阿器指鉢 ,上帥

器 須恵器細片

検出時 ,上層 :ヨ ンテナ1/4箱。青花皿 ,

肥前系磁器腕 .皿 ,鉢,蓋 ,瓶 ,瀬戸 美濃

系磁器端反碗 ,瀬戸 美濃系陶器碗 ,鉢 ,

水甕 ,京 信楽系陶器端反碗 ,灯 明皿 ,

甕 ,施和陶器瓶,壺,鍋類,軟質施和陶器

細片 ,備前系陶器指鉢 ,人形徳利 ,瓦質

上器羽釜 ,土師質土器甕 ,捏鉢 ,土師器

菱.軒平瓦,桟瓦片

円 形 (台形)

器碗,皿 ,鉢 ,瓶,瀬戸・美濃系磁器続,瀬

戸 美濃系陶器水翌,鉢類,施釉陶器甕―

行平鍋,鉢類,軟質施和陶器蓋,鍋類,瓦

質土器羽釜細片,■師質土器大甕片,

丸 平瓦細片,板ガラス片

(隅丸方

形)

質粘土(炭 ,焼 土粒を含む,日礫を多量に

含む)

下層:25Y5/1黄 灰色ンルト質極細砂
(炭 ,焼 士位を若干含む,オリーブ黄色土
を合む)

．
後

ギ

前 舟底形
(102に 刀られる

,X102を 切る 千含む,オリーブ黄色上を含む)

N―ず ―W
前後

長方形 舟底形

∫K120に 切られる

上層 :25Y5/1貢 灰色シルト質極細砂

1炭 ,焼 土粒 ,オリーブ黄色土塊を含む ,瓦 I

ヨ礫を多く含む)

中層 25Y5/1黄 灰色ンルト質枢細砂

I炭 ,焼上位,オリーブ黄色土塊を含む)

下層 :25Y5/2暗 灰黄色ンルト～シルト掴

駆細砂(炭,焼土粒を含む ,瓦 ,日礫を多く

含む)

篭上器細片 ,丸瓦片

不整形 段付

(炭 ,焼土粒を若干含む,円礫,瓦片を含む)

下層 25Y5/1黄 灰色シルト(炭 ,褐鉄鉱を

含む 円礫を含む)

少量。肥前系阿器 ,上師質土器 ,瓦細オ

円形 段 付

上層 :25Y5/1煮 灰色シルト質ね細砂

(炭 ,焼 土 ,瓦片 ,オリーブ黄色土塊を含む

下層 25Y4/1黄 灰色シルト(炭 ,焼 土粒増

若干含む)

(082) (051) (台 形)

:炭 ,焼土粒,オツーブ黄色土塊を含む,小

円礫を含む)

中層:25Y5/2灰 黄色シルト(炭 ,焼 上位,

オリーブ黄色上塊を含む)

下層 25Y5/1黄 灰色砂混じリンルト(炭
を若干含む,瓦,礫を含む)

Ｗ
．
後

ぜ

前 (長 方形) (台 形)

P108よ り先 行 オ5Y5/3黄褐色ンルト(炭,焼土粒,小 日礫
と若千含む)

少量。肥前系磁器瓶 ,京 信楽系陶器鮒

反碗 ,軟質施釉陶器 ,土師質土器 ,瓦細

片

10C中 薬

9宥円形) 台形
19C後 半ヽ

(092)
(隅丸方

形)

(台形)

IK103を 切る L層 :25Y5/1貢 灰色ンルト質極細砂

1炭 ,焼上を若千含む)

下層 :25Y5/1黄 灰色シルトシル ト質細,
糸lll器 蓋 ,上師質土器鉢類 ,土管 ,平瓦

田片,レ ンガ

(円 形) 段 付
SKl12,113に 切られ

る

5Y4/1貢灰色シルト(灰 ,屍上 l・ ,衡欧餌

と含む) 旬器 瓦細片

段 付

,Kl13に切られる

上層 :25Y4/1黄 灰色シルト(灰 ,焼上粒を

者千含む,上整 ,小円礫を含む)

中層 :5Y7/3浅 黄色極細砂

下層 :25Y5/1黄 灰色シルト質極細砂 (炭

を含む,土壁を多く含む)

最下層 :5Y5/1灰 色砂質シルト(小日礫を

含む 湧水層 )

ヨンテナ5緬。肥前系骸器顔,皿 ,瓶 ,肥

前系陶器刷毛日鉢,瀬戸 美濃系陶器

碗,鉢 ,水整,京 信楽系陶器端反碗,小

杉航,急須,蓋 ,瓶,香炉類,施釉的器碗 ,

軟質施和陶器上瓶類,土師質土器焙
烙,lFt炉類,大甕(井側),丸 平瓦

円形 台 形

ブ黄色土塊,瓦 片,円礫を含む)

中層:25Y6/1黄 灰色シルト(炭 ,焼土粒を

含む)

下層 2 5YO/1黄 灰色ンルト質極細砂
(炭 ,焼上粒を若干含む)

最下層:25Y6/4鈍 い黄色砂撰混じリシ
ルト(小円礫を含む)

青磁細片,肥前系陶器碗,刷 毛日鉢,瀬

戸 美濃系陶器碗,植ホ鉢,京 信楽系
殉器端反碗,色絵細片,施釉陶器JII,香

炉類,軟質施和陶器急須,蓋 ,備前系陶
器憶鉢 土師質土器整類 丸瓦片

(円 形) 台形

K■ 5を切る
(1131こ 切られる

上層 :25Y5/1蒙 灰色シルト(灰 ,ttill_Z

者千含む,瓦礫を多く含む)

中層 25Y6/1黄灰色シルト質極細砂

(炭 ,焼上粒を若干含む)

下層 :25Y6/1黄 灰色極細砂 (炭 を若干

含む)

最下層 :25Y6/3鈍 い黄色V1/混 じリシル

(方形) (舟底珍

,― ブ黄色土塊 ,瓦礫を含む)

下層 :25Y6/1黄 灰色シルト質極細砂 (炭

と含む)

毛目鉢

格円形 台形

上層 25Y5/1黄 灰色ンルト(灰 ,焼土,オ

リーブ黄色土塊,瓦 ,礫を含む)

下層 26Y6/1黄 灰色シルト(やや砂質,

炭を若千含む礫を含む)

少量。肥前系磁器 711,川

京 信楽系陶器色絵碗
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遺lrr番 号 側
諭

帥
⑪

帥
①

緞
くｎ，

方位
面

状

平

形

面

状

断

形
重複関係 埋上特徴 出 土LE物 所属時期 備 考

(115) (061)

SK123に 切られる

上層 25Y5/1黄 灰色シルト(炭 ,廃土,瓦 ,

礫を含む)

下層:25Y6/1黄灰色ンルト質極細砂(炭

を若干含む,オリーブ黄色土を含む)

脩円形 ピ宇形

上層:25V4/1貢灰色シルト(炭を石干言
む)

下届:25Y5/1黄灰色シルト質極細砂

t炭 ,焼 土粒を若干含む)

妻錆Fd京 信楽系陶器色絵碗

9C中棄

円形 段 付

瓦,礫を含む)

中層 25Y5/1黄 灰色ンルト(し まる)

下層:25Y6/2灰 黄色砂混じリシルト質朽
細砂

歩量。土師質土器皿,火 鉢頻細片

(071) 精円形 (箱 形) SX102に 切られる

ヒ層 25Y6/2灰 貢色シルト質極 llI砂 (や

締゙まる,炭 ,焼土粒を若千含む)

(047) (円 形 ) (台 形)

i炭 .焼 土粒,FE片 を含む)

下層 :25Y6/1黄 灰色シルト質極細砂 (炭

を者干含む)

少量。土師質土器足釜 ,丸 平五細片

■,瓦 片を含む)

(082) (052) 切られる

25Y4/1貢 灰色ンルト(炭 ,焼上位を看干

含む)

段 付

む.鉄分洗吉)

ヨンテナ1/4緬。肥前系確器碗 ,青値梁

付蓋 ,瓶 ,肥前系陶器細片,瀬戸 美濃系

磁器碗 ,瀬戸 美濃系陶器碗 ,ヒグ皿 ,水

菱,植木鉢 ,京 信楽系陶器端反碗 ,灯火

具 ,施釉陶器菱 ,瓶類 ,軟質施粕 lln器鍋

類 ,備 前系陶器灯明皿 ,瓦質上器羽釜
,

上師質土器翌頻,黒色土器加

(円 形) 段 付

Ki06こ 切られる 上層 5V7/4演 頁色シルト質粘上(丸片を

含む)

中罵 :25Y5/1黄 灰色シルト質粘土(炭 ,

院土粒 ,茂 黄色上宛を含む)

下層 :5Y5/1灰 色粗砂(締よる,日 礫を含

む)

旺,,卜 ,京 信楽系陶器瓶,備 前系陶器橘
よ

19C中 案

(円 形 )

,E101掘 り方より後出

(円 形) (台形) 千含む,オリーブ黄色土塊を含む) 磁器碗 ,上師質上器4類細片

(円 形) (台形) 含む ,小 円礫を含む)

1/量。士師質上器細片

(107を 切る 5Y4/1貢灰 色 シル ト

→土師質土器細片

円 形 け年形

上雇 25Y5/1黄 灰色シルト(炭 ,廃土粒 ,

上壁を含む )

下眉「25Y6/1黄 灰色ンルト質極細砂

し宇形

上層 :25Y5/1黄灰色ンルト(炭 ,疑 上位 ,

円礫を含む)

下屈 :25V6/1黄 灰色シルト質極細砂

(040)
25Y6/2灰貢色細T/(灰 ,'え 土粒を看〒

含む)

IPI02,103を 切る 5Y4/1員 灰色砂混じリシルト質極測n/

炭 ,旋 上位を含む ,小 日礫 ,土壁を含む) 弧片

円形 れ底形
25Y5/1賣 灰色ンルト(炭 ,焼 土l‐を者干

含む)

(円 形) (し 宇形) Sヽ 110に 切られる 位を若干含む オリーブ黄色土塊を含む)

(029) (円 形) :含む)

(円 形) ■)

(長方形 ) 台形

を切る
Kヽユ ニ2に 切られる

腕,皿 ,瓶 ,肥前系陶器争卜,版戸 美没系

陶器贅水入れ,京 信楽系陶器碗,施 和
陶器外,備 ll系 陶器悟鉢,灯 明皿,土師

質土器椀,,丸 平瓦細片

9C中薬

,E101に切られる

,5V5/1黄灰色シルト～シルト質極細砂
1炭 ,焼 上,黄 色土塊,■ ,榛を含む)

コンテナ1/4緬。1巴前糸IV_器 晩 ,皿 ,備 雨

系陣」器転鉢 ,軟
Ful施

釉陶器鍋販 ,丸 平

瓦片 ,粘 i塊

1幽
(208)

前後
(長方形 ) (台形)

102他より先行

言33図 参照

【RII片 ,備 前系陶器瓶 ,菱頻,上師質土

岳細片 ,丸 平瓦月 )粘 土塊 ,牛馬の歯

高1面 下層運鰐
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出土遺物観察表

0内 の数値は残存値を示す

文

号

報

番
出上避構 種 別 器種名 産 地

法量 (em)
Л台土

色調 1

(胎■)

色調2

(釉栗 ,内外色調 )

色調3

(呉須 ,上絵 )

調 整 備 考

口径 器 高 底径

D長石 石英 角

周石 雲母を含む

17 6YR6/4)

にぶい褐色

(7 5YR5/4)

内面
'テ外面サデ

t師質上

器

(17)

E lШ以下の石

英 長石を含む茶

色の砂粘をわずカ

に含む

外面ココナデ

見質 土益
(44) 位を含む

内面
'テ外面
'テ

密 lm8以 下の石

英 長石を含む

オリフ灰色 (10Y5/2) て白(N7/) 内面サテ

外面
'テ

瓦 平瓦
長さ(164),幅 (113),

厚さ18

やや粗 2剛以下
の石英,長 石,黒

色粒給 む

え自色 (5Y7/1) 疋自色 (5Y7/1) 咽面サテ,一 部摩滅

町面 iナテ,一 部摩滅

弥生土器 霊

(21)

粗 1剛以下の長

石 石英 雲母 角

閃石を含む

に心 い燈 色

(7 5YR6/4) (7 5YR5/4) 朴面:コ ヨナデ

下川津B類系統

以下の石英 長

石。角閃石 雲母

を含む

(5YR6/4)

にぶい橙色

(5YRO/4)

内面サデ,指頭圧痕
外面サデ 縦′サ

下,津B類系統

やや粗 1～ 3mm

以下の石英 長

石 角閃石裕 む

にぶい赤褐色
(5YR5/4)

こがい橙色

(5YR6/4)

内面 :縦ハケ,槙ハケ

外面 :摩滅 (押さえ,

ズ,)

土師質士

器

小皿
(11)

密 完貢橙 色 (10YR8/3)

(10YR3/3) 卜面ヨヨナデ

土師質 士

器 の石英 長石を含
む

(7 5YR8/3) (7 5YR3/3)

勺面サデ

+面
'デ

器

密 lBI以 下の石

英 長石を含む

にぶい橙色 (7 5YR

7/3)

にぶい橙色
(7 5YR7/3)

勺面サテ

十面
'デ

土師質上

器

杯 密 1剛以下の石

←長石を含む

又自色 (10YRS/1) κ白色(10YR8/2) 内面サテ

外面サデ

と師質土

解 の石英 長石 角

月石拾 む

外面コaナテi箆切り

土召巾質土

器 英 長石を含む (7 5YR7/4)

にぶい橙
(7 5YR7/4)

内面ヨヨナテ

外面ココナデ

器

やや密 1剛以下
の石英・長石を含

む

疋白色 (10YR8/2) 灰 自色 (2 5YS/2) 内面 :ヨ ヨナテ

外面ココナデ

土師質士

器 (201

やや密 la IIメ 下
の石英・長石を含

む

外面 :ヨ コすデ

器 英 長石を含む

尺自色 (25Y3/2)
外面:ヨ コナデ,箆 切り,

仮状圧痕

器

やや粗 1～ 2剛

以下の石英 長

石 茶色の 1■ uの

砂粒給 む

灰 白色 (19YR3/2) 天白色 (10YR3/2) 内面コヨナテ

外面 :ヨ コナデ・箆切り

土師質土

器

やや粗 2am以 下

の石英 長石を含

む

10YR3/3) tr面 サテ

土師質士

器 (26) 英 長石を含む

κ白色 (10YR3/D 匈面→コナデ

Ⅲ面ココナデ

器

密 llluo以 下の石

英 長石を含む

にぶい黄橙色
(10YR7/3)

にぶい黄橙色

(10YR7/3)

内面 コヨナテ

外面 :ヨ ヨナデ

と師質上

岳

杯

(12)

ややL~lII Bt以 下
の石英 長石 赤

褐色のF1/粒 を含と

灰 自色 (10YRS/2)
外面ヨコナデ,箆 切り

と師質土

程 (11)
乙 lII mメ 下の長

石をわずわЧこ含t

内面サデ

外面ロヨナデ

上日中質土

器 (17)
D石英 長石を含

OYR8/3浅 黄橙 灰 白色 (10YR8/2) 内面ココナテ

外面ココナデ

疋白色 (N8/) 吹 白色 (NS/) 内面ツヽケロ

外面
'デ

瓦器 椀 和泉産 密 1皿 以下の石

英 長石を含む 外面1箆ミガキ(暗 文
Fat)す デ

土師質上

器

足 釜

(47)
の石英 長石給
む

(5YR6/4)

にI・い橙色

(5YR6/4)

内面ヨヨナデ

外面ヨヨナテ ケスリ

器

やや粗 311m以 下
の長石 石英を含
む

にぶい橙色
(7 5YR7/3)

にぶい褐色

(7 5YR6/3)

内面イヽケ

外面サテlハケ

上師質上

器

やや粗 2mm以 下

の石英 長石 赤

掲色の砂粒を含と

に本 い橙 色

(7 5YR6/4) (7 5YR6/4) +面ヨコサデ

ｍ
　
　
一　
　
３‐

土師質土

器

鍋

の石英 長石を含

む

(7 5YR7/S)

勾面

'テ1面 i磨耗 ,すテl指嚇

王痕

土F巾 質t
器 (44)

やや粗 3dm以 下

つ石英 長石 茶

協の砂粒を含む

天黄鶴色 (10YR5/2) にぶい黄橙色
(10YR7/3)

内面サテ

外面ツヽケロ.ナデ

器

雷鉢

e4)

やや粗 1剛以下
D石英 長石を合

央橙 色 (5YR3/3) に示い憧色

(5YR7/4) 痕

外面サテ1指頭圧痕
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報文

番号
出土違硝 種別 器種名 産 地

法見 (cn)
胎 土

色調 1

(胎 土)

色調 2

(釉薬 ,内外色調 )

色調3

(呉須 上絵 )

調整 備 考

口径 器高 底径

やや粗 laua以下

の石英 長石を多

遺に含む

橙色 (2 5YR6/8)

(10YR6/2) 外面 :摩滅

暑

上金

(26)

0や粗 laud以下

D石 英 長石祐 10YR7/2) (10YR7/2)

内面サデ,指頭圧療

外画,デ 指頭圧猿

土師質土

器 D石英 長石私含

島灰色 (10YR4/1) 美灰色 (25Y6/1) い面〔ヨヨナテ

外面ヨコナテ,指頭圧

痕

土師質土

器

足 釜

(長さ)72

密 1ロロ必下の長

石を含む 3～ 5

剛の長石も含む

戻白(10YR3/1)
■面サ旨押さえ

長さ(80),幅 (150),厚

さ17

やや粗 2m以下

の長石,黒色粒を

含む

灰色 (N5/) 凹面:横方向のナデ,

ケた,

凸面:縦方向のサテl

ケス)

器

卜皿

(05)

やや粗 lm8以 下
の石英 長石を含

む

(7 5YR7/2) :7 5YR7/3)

内面 :ヨ コナテ

外商ヨコナテ

麻生土器

(37)
つ石英 長石 角

幻石を含む

にぶい橙色

(7 5YR5/4)

にぶい橙色
(7 5YR5/4)

勺面 :板 ナテ

Ⅲ面ン`ケメ

土製品
全長ち 8,直径 13

密 lIIm以下の石

英 長石裕 む

又自色 (25Y3/2) 天自色 (25Y8/2)
朴面サテ

密 lI B以下の石

英 長石を含む

灰 自色 (25Y8/1, 内面サデ

外面
'デ

体生土器 覇杯 やや粗 2E mメ 下
の石英 長石 角

閃石を含む

におい黄掲色

(10YR5/4)

内面 i剥落 (ケス,)

外面
'デ

土師質土

器
(12)

の石英 長石を含
む 赤茶色の4r17濯

捨 む

こぶい橙 5YR7/4 にぶヤ鞘釜5YR7/4

外面サテ

土帥質土

器

やや密 ltdl以 下
の石英・長石 赤

褐色の砂粒裕 と

にぶい橙色

(5YR7/4)

に示い橙色

(5YR7/4)

内面

'デ外面

'デ

員志器

(47)

やや密 InIIメ下
の石英,長 石ね

む

天白色 (25Y8/1) 内面サテ

外面

'デ
,格 子 目叩

き

土師質土

器

小 皿

(10)
の石英‐長石埼

む

にがい橙色

(5YR6/4)

にぶい赤褐色

(5YR5/4)

内面ヨコナテ

外面ヨコナデ

丁明皿

興恵器 密 188t以下の長

石を少壁に含む

疋色 (N6/) 来色 (N6/)
+面 :ヨ コナデ

器

やや粗 1～ 2om

以下の石英 長石

を含む

勺面
'テ

,粗いナテ
・.面 :ヨ コサテ

上師質土

器

為

(20)

やや粗 2aw以 ト

の石英 長石を含

む

登色 (5YR6/6) にぶい橙色 (7 5YF

7/1) 外面,デ

土師質土

器

足釜の脚

部 慮⑫,呻腱鉾
て褐色 (7 5YR6/2)

外面 :磨耗

器

やや粗 lII I以 下
つ石英 長石祐

にぶい貢橙色
(10YR7/4) (7 5YR8/4)

内面サデ

外面サデ

何器 信 鉢 隋前系
(39)

至 1～ 31m以 下
つ石英 長石を含 (5YR3/3)

内面 :悟 日,3コ ナテ

外面 i凹線 ヨコサデ

土製品 置

わ石英 長石 狩

朔赤褐色 (5YR6/6) にぶい赤褐色
(5YR4/4)

内面
'テ外面

'デ

頁悪器 密 lm¶以下の砂

ヒを含む

天白色 (N7/)
朴面サデ

器 (19)

やや密 1」uメ下
の石英 長石を含

む

(5YR5/4)

菊面ッヽケメ

1面 :粗いハケメ

土師質土

器 (15)
災白色 (10YR8/2) 灰白色 (10YR8/2) 勺面サテ

朴両

'デ
土師質土

器

宛

(12)

やや密 1剛以下
の石英 茶褐色の

砂粒を含む

浅黄橙色 (75Y3/4) 灰白色 (N8/,

外面 :磨滅 (ナデ)

や゙密 内面サテ

外琶,デ

臼磁
(09)

X白 色 (N8/)

土師質土

器

足 釜

(79)

やや粗 llm以 下

D石英 長石給
r」.

にぶい橙色
(5YR6/4)

にぶい橙色

(5YR6/4)

外面:指ナテ

土日,質土

器

密 laul以下の石

英 長石 赤掲色

砂粒含む

浅黄橙色

(7 5YR8/4) (7 5YR6/1)

内面 :ヨ コナデ

外面ヨヨナデ

負恵器 長環壺 密

(75Y6/2)

烹白色 (75Y3/1) 内面 !回転ナテ

外面:凹線2条

第2面下層

遺If4精 査時

(北西部)

土師質土

器 (24)
の石英 長石を含
む

天黄褐色(10YR4/2) 茂黄橙色
(7 5YR3/3)

第2面 下層

遺14楠査時

(北 西部 )

察恵器 宙 lII m以 下の石

英 長石を含む

天色(N5/) 庶色 (N6/)

外面サデ

６５

　

　

一
　

　

６６

管構精査時

(北 西部)

器

為 やや粗 1剛以下
の石英 長石 角

閃石‐雲母含む

明褐灰色

(7 5YIR7/2) YR7/2)

内面ココナデ

外面ョサ デ

第2面 下層

遺構精査 R子

(北 西部 )

陶 器 儒鉢 備前系 eゃ霊 1]ulメ下
D石英 長石を台 (7 5YR6/3)

にがい赤掲色
(7 5YR4/3)

内面サテ

外面サデ
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文

号

報

番
出土遺構 種別 器種名 産 地 胎 土

色調 1

餓 土)

色調2

(釉薬,内外色調)

色調3

(呉須 ,上絵 )

調 整 備 考
器 高

二帥質土

器 (12)

やや密 lIIu以下

の石英 長石 赤

褐色砂粒を含む

灰自色(10YR8/り
外面捧 滅

器 英 長石 赤褐色

砂粒を含む

外面ココナテ,糸 切り

土師質上

器

やや密 lIIu以下
の石英 長石を含
む

橙色 (5YR7/6) 登色 (5VR7/6)

外面コヨナデ

主師質土

器

浅黄橙色 (10YR3/3) 炎黄色 (25Y3/3) 内面
'デ外面サデ

(28) (10GY8/1)

面

面

内

外

瓦 5),幅 (71),厚

さ16 英,長石を含む

回

面

金 属 板状鉄器 長さ34,幅34,厚さ

上師質士

器

密 1硼 以下の石

英 長石 赤褐色

砂粒を含む

κぶい橙色
(7 5YR7/4)

にぶい橙色
(7 5YR7/4)

均面サデ

ト面サデ

上師質×

弥生土器

密 ltlm以下の石

英 長石を含む

にぶい橙色

(5YR7/4)

色

，韓］
匈面:磨減
Ⅲ面:磨滅

思 (25)

ややIB lmll以 下
の石英 長石を含
む

に本 い貢橙 色

(10YR7/3)
面ヽサテ

十面サデ

第二遭権面

検出時

土師質土

器

杯 やや密 lrl以 下
の石英,長 石を含
む

にぶい黄橙色
(10WR7/2) 外面〔ナラ

第二遺樹面

検出時

土師質土

器 (27)

やや密 loII以下
の石英 長石・赤

褐色砂粒を含む

にぶい橙色
(5YR7/4)

登色 (5YR7/6) 内面

'デ外面サテ

第二運僣面

検出時

土帥質土

器

否 1剛以下の石

ミ 長石を含む

内面1摩滅

外面:ヨ コナデ

雰二避補面

検出時 器 (5YR6/4) 外面ッヽケ状調整 ,サテ・

第二遺構面

検出時

磁器 売 肥前系 密 砂粒を含む て自色 (N7/) え白色 (5CY8/1) 面

面

内

外

言二逮穏面

食出時

子磁 仏花 瀬 R白 色 (10Y7/1) 明オリーフ灰色

(5GY7/1)

面

面

内

外

窮二選t■面

資出時 英 長石給 む 外面サテ

著二遭構面

賓出時

平 瓦 長さ(9 う,幅 (98),厚

き15
イ四 ll m以 下の長

石を含む

こがい橙色7 5YR7/

7 5YR7/4 断面 :ナテ'

土器

杯 X椀
(15)

lmm以 下の石英

長石含む

こ塔い橙6YR7/4 内外面:にぶい橙
5YR7/4

匈外面 :摩滅

上 器

内外面 :灰 自

7 5YR8/2 卜面:ヨ ヨナデ
重部:箆キリ

土器 長石含む 5YR7/3

外面〕こぶい橙
5YR6/4

質師
器

土
土

足釜脚部
長さ■00,厚 さ29

2nm以下の石英

長石 れ閃石含む

〃〔白25Y7/1 天白25Y7/1 内外面 :ナデ

SE102検 出

時

遷明色 月青色 見込み:コ ンこャク印判による工弁花
葛台内:銘款

時

SE102検出
ミ寺

旬器 碗 京 信楽系 疋自5Y8/1 灰 白6Y7/2

,E102検 出

時

何器 京 信楽系

,E102検 出

時 部

やや粗,1～ 2nm
大の長石 石英

黒色粒を含む

ヨ縁部 :回味ナテ ,体

“

外面 :箆削り

,E102検 出

時

瓦 灯丸瓦 高さ(55),幅 (73),厚

さ17
細,砂粒をほとん

ど含姜とい ら面:灰 白2 5YS/2

誠器 1巴前系 (33) 灰 白色 透明色 呉須 :淡青色

И器 月日前系 救 k白 75Y8/1 明緑灰色

2 5YR2/1

何器 皿底部 巴前系 炎黄25Y8/3 浅黄25Y7/8 呉須却音青灰
5BG4/1

内外 面 :暗 オ ツー ブ

6Y4/4+白 土儡 Jモ

日)

旬器 T明 皿 京 信楽系 尺白10YR7/1 赤褐5YR4/6 小面 i回転ケズリ

臣部 i回転糸切り

芍外面塗土

伺器 丁切皿

(17)

にぶ い赤橙 10R6/4 芥褐 10R5/4 内面:回転ナデ

外面1回転ナデ,回転
ケズリ

石 黒色粒を含む

朴面彼 黙 の反 跡 。

質師

器

土

土
井側 口縁

部

在 地 2mm以下の石英

長石 金雲母を含

む

にぶ■演帥飩お猛dは薄橙

主師質 井側 曰縁

部

在 地
122)

2nm以 下の石英

長石を含む

にぶい橙7 5YR7/4 1に ぶい橙7 5YR7/ 外ヽ面:ナア

土器

123) ■面に星書|ロ ノ壱(蓋)相」

上器

(70)

lmmメ 下の石栗
長石を多く含む

こふい翔5Yttμ

l稗1彊

外面 に列 書 I竜 J衷は I蓋 J
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文

号

報

番 出土遺構 種別 器種名 産 地
湯量 (cm)

胎 土
色調 1

0台土)

色調2

(釉薬 ,内外色調)

色調3

(呉須 ,上絵 )

調 整 備 考
口径 器 高 底径

土器 長石含む

こぶい橙 2 5YR6/4 匈外面iにぶい橙
1 5YR6/4

1面 :クズツ,ナデ ,ヨ コ

トデ
+面ヨヨナデ,ケズリ

小生土器 褻 lmm以下の石英

長石含む

二ぶ い褐 7 5YR6/3 内面:に心い褐

′5YR6/3

外面‖こぶい黄橙

卜面!摩滅

長さ(100),幅900),

厚さ38
町面 凸面 瓦当裏

面サデ

中心飾 :三葉

鳴

饂 巳前系 狭 て白N8/O Z明 色 明 淡青色 倫πlt,屍 継 き+金 彩 の傷 隠 し,高 台 めに

尭rIFP

K101埋甕

角

何器 京'信 楽系

K101埋霊

ヽ
ま須

(73)
弛い黄25Y6/3 白士 底部 :回転篤削り イッチン猫き

勺

引 党黄25Y7/3 鉄泥+透 明和 底部 i回転鍵削り 外面上半 トビカンナ ,見込みに円舞状の

ビン痕3筒所

∫K101埋妻

勺

匂器 層鉢 口縁

部

驚前系

(54)

やや粗,1～2mm
大の長石・石英を

含む

礼い赤橙 10R6/4 口縁郡 :回ほナテ,体

部外面 :回転箆削り

SK101埋甕

内

旬器 不 明 細,lmm大の長

石 石英を含む

疱釉陶器,大谷焼か

SK101埋 殺

内 土器 (91) 石 石英 金雲母

を含む

医褐7 5YR6/2 勺外 :ヨ ヨナブ

軒丸瓦 高さ(132),幅196,厚

さ23
細 ,微砂粒 赤褐

色粒給 む

灰 白75Y7/1 灰N5/O

銭属 釘
長さ51.厚 さ07

質師

器

士

土
在地 知,lmm以下の長

石 石英・赤色粒

給 む

屯�`橙 5YR7/4

姦明色 黄褐25Y5/6 笏絵 (染付 )

やや粗,微砂粒を

含む

κ白25Y8/2 長色

瓦 菊九瓦 高さ(53),幅 (100),厚

さ(15)

細,砂位をほとんど

含まない

高さ(35),幅 (120),β 中心飾 :巴 ,高松城編年様相5

竪付に砂粒熔者

長さ(186),幅224,厚

さ15
口,微砂粒を含む 灰 白75Y8/1 凹面ittN2ノO

凸面:黒75Y2/1
Ⅶ面 :ナデ

当面 :未調整

瓦

土器

丸瓦
長さ254,幅 129,厚 さ

憫,微砂粒を含む 烹白5Y5/1

凸面 !黒 N2/O
凹面 :吊紐 布 ロ コピ

キ痕

凸面iナデ

瓦 千丸瓦 高さ(60,幅(116),躊

室さ78g

重さ438

長さ140),厚 さ08 奎さ498

金属 ∬ 長さ(23),厚 さ03

磁 器 紅猪 鳳 肥前系 (35)

ボ75R4/8 富口 理兵衛焼か

一則 敷 天N8/0 欠白5CY8/1

旬器 碗 口縁部 旧前系 浅黄橙 10YRS/4

旬器 属鉢 口縁

部

磁前系

101)

細,Inn以下の長

石 石英 黒色粒

を含む

云ナデ
日縁上端と顎下端に熔着痕,日 縁部外顧
に重ね焼痕,乗 岡近世2b3期

王撃
苺
 |か

涎
ミ石 角閃石含む

にぶい赤褐5YR4/3 勺面Jこぶい赤福
IYR4/3

卜面岬音赤褐
IYR3/8

内面:板ナデ
外面:ナデ

磁器  I白確碗 中国 密 疋白N8/O

彪器  1青磁擁 ,国 (34)

圭墾
質
 1皿 石来を含む

壺部 :板状圧痕 ,見込

チ:仕上げナデ

圭襲
質
 1理

lnm大の石英 長

石含む

にぶい橙 7 5YR7/4 こぶい橙7 5YR7/ 勺外面 :ナデ

長さ87.幅 01,厚 さ62

圭撃
質

 1足
釜 nmメ下の石栗

ミ石含む 外面ココナブ,ナデ,

指押さえ,薫1突状痕

楽系)

k白 5Y8/1 透明色 灰 白 鉄絵 i黒25Y2/1 需台に挟り

掏器   1碗 不 明 天黄2 5YS/2 白和十鉄 rlH

陶器 滉 不 明

嶋反碗

制 束白2 5YS/J 天白5Y8/1 貫八著しい

陶器   I碗 京 信楽系

翻器  1腕 Jヽ 杉碗

‐５４

一
　

‐５５

天白5Y8/1    1透 明色 暗青色 (呉須 )

やや粗 灰白10YRS/2   1透 明色 掲色 (銹絵 ),暗青

色 (呉須)

広東碗 ,外 面宝殊文 ,見込み五弁花の染

付け 内面貫八著しい

滋器   1紅猪 口 幻西系 (23)

当穆

天自N8/0    1透 明色 月 淡青色

滋器   1紅猪口 肥前系 軟 灰 白N8/0     1透 明色

陶器   I皿 瀬戸 美渡系

tノ ロ凹型高台 ,貫八者しい

示褐10R5/4    1鈍 い赤褐

旬器 げ明皿 常前系 赤掲 10R5/4    1鈍 い赤掲

旬器 ド明 (42) 茨釉 ,鍋文

石 石英を含む

受け部に熔者痕
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文

号

報

番
出土遺構 種別 器種名 産地 胎 土

色調 1

鉛 土 )

色調2

(釉薬 .内外色調 )

色調3

(呉須,上絵)

調整 備 考
回径 器 高 底径

コ上復元

骸器 巴前系 微 労縁綸花 ,大楠V翔 ,堤継ぎ十金形の傷隠

し,高 台内に「六Jの 焼継ぎ印

何器 渦 ヽ明 細,lmn以 下の長

石・石英給 む

灰 自25Y8/2

土器

細,lmm以 下の長

石・石英ね む

哭貢25Y1/2 体部外面〔指押さえ,

内面 !板ナデ (ハケロ

貝即
器

一
土 巨 石英を含む

口縁部 :回転ナテ ,体

部外面 :上端に爪形

の圧痕 ,指押さえ,内

面 :板ナデ (ハクロ)

本部外面 :煤化

土器

雪猪 生地

(52)

rH,lmm以下の長

石 石英 角閃石

を含む

灰黄25Y6/2

部外面サ旨押さえ,サ

デ,内 面ンヽケロ

負叩
器

こ
土

(82)

側,lmm以 下の長
石・石英 角閃石

金雲母を含む

鈍い褐7 5YR6/8 日縁部 ヨヨナデ,内 面

板ナデ

土器 石 石英 赤褐色

粒拾 む

質師

器

士

土
堤炉 在 地 叱い黄橙 10YR7/3

査明色 暗・淡青色 易刻文

疱和陶器

瓦 軒丸瓦
貫さ226,幅 115,厚 さ

II面 iコ ビキ,内 PPき
,

Fl子 痕
ら面:ナデ

高さ(35),幅 (106),厚

さ14
口,砂粒をほとんど

挙J/Fい

凹凸面 :灰 N9/O

重さ107g

金属 銭員 長さ55,厚さ03

重さ377g

5CY7/1
青磁 ,見込みに砂粒熔着

阿増母 火入 口縁

部

京 信楽系 綱

透属 長さ55,厚さ11 宣き93g

A東続

旬器 京 信楽系 引 て自76Y8/1 東白10W4/1

話

器

コ

土

橋鉢 口縁

部

請前系 細,lmm大 の長石

給 む

ふ褐 10R5/3

雷鉢口縁

“

篇前 系

(70)

やや粗,1～2mm
大の長石 石英を

含む

登2 5YR6/6 口縁部 :回転ナテ

休部外面 :回転箆削り

界・明石 ,自神 Ⅱ型式

石 石英を含む

質師

器

土

土
土型 高さ(100).幅(105),

奥行き54
細 ,砂粒給 む 橙6YR7/6

莉」の刻書

土器

土型

長さ(126),幅02),厚

さ41

但,3mm以下の長
石 石英 金雲母

lPaむ

鈍い橙7 5YR7/4 外型 ,凹面にキラコ付着

土器 高さ(56),幅 (52),厚

さ22

やや El,2mmメ 下
つ長石 石英給

滋器 碗 肥前系 天白N7/0 を明色

鰯 塊底部 肥前系 勧 を明色 1音 淡青色 広ヽ東碗

子磁

;GY7/〕

旬器 碗 京 信楽系 疋自5Y8/2

小杉続

陶器
(71)

褐灰 IOYR5/1 蜘外押音赤褐 施釉陶器

廟瑠号 雷鉢日縁

邪

歯前索 綱,lmm以 下の長

石 石英 黒色粒

を含む

池い赤褐2 5YR5/4 顎下端に熔着痕,来 岡近世2b3期

大の長石 石英を

屯い橙2 5YR6/3

体部外面:回転鍾削り

土器

土製品 不明 R白 10YR6/2 内面 :板ナデ ,指押さ 赳成形 ,外面にキラヨ付着

土師質
土器

上製 品 ド明 (43) 靱 橙`7 5YR7/3 内面 :ナデ ,指押さえ 型成形

金属 1ヽ 柄 髯さ(32),幅 16,厚さOを 重さH Og

ミさ(100),4i118,ナ 子さ さ130g

長さ82,幅 14,厚 さ 三さ148g

盤 え 観戸 美濃系 色 3) 灰白N8/0 透明色

鰐 白磁碗 中国

土器
(25)

lmm以 下の石栗

長石含む

長石 角門石含む 7 5YR6/2

外面:にぶい褐

土 器

足 釜
222(64)

lmm以下の石英

長石含む

笠5YR6/6    1内外面:橙 5YR6/6 匈面:ナデ

1面 :ナデ,指押さえ

一刷

-48-



文

号

報

番
出土遭襦 種 別 器種名 産 地 胎 士

色調 1

鈴 ■l

色調2

(釉薬 ,内外色調 )

色調3

(兵須 ,上絵 )

調整 備考
口径 器 高 底径

一剛 又自N8/0 透明色

旧前孫 散

何器 碗底部 京'信 楽系 康色 色絵碗

天白25Y8/1 疋白25Y8/2

司さ(56),幅 (1

さ19
23),厚 佃,砂粒をほとん

ビ含壺ない
灰N6/O Щ凸面』音灰 N3/O

と塊 長さoo),幅 (82),厚

さ38
粗,10mm以 下の

長石・石英・金雲

母拾 む

登5YR6/6

誼 疋白25Y8/1 灰 自5Y7/2

巴前系

匂器 麗日縁部 市前系
(77) 雪・石英裕 む 勺面押旨赤75R3/6

外ヽ面 i回転ナデ

飼器 言鉢 常前系

髯石含む

戻白N7/O k赤 75R5/2 匈面:ヨ ヨナデ,情 目
卜面ヨヨナデ

冨鉢 口房

都

田 鈍い赤褐7 5YR4/3

2期

匝底部 旧前系
(76)

電い赤褐 2 6YR5/4 内外面 i灰5巧 /1

白土

己込み。曇付に砂 目の熔着涙

三島手 大橋 Ⅱ 皿期

瓦 丸瓦 長さ(94),幅 (70),厚

さ27
FIH,lm耐 メ下の捩
石 石英給 む 当面:橙7 5YR7/6

Ⅶ面:刺子痕,ナデ

蜃面:磨滅

銭属 長さ144),厚さ04

疋自N8/O を明色

微 i絵の痕跡

磁 器 粛日縁部 瀬戸・美濃系 (23)

磁器 盛明色 月 淡青色

細 天白5Y8/1 青灰色 ,褐色

苗前系 鈍い赤褐 10R6/4 外ヽ面:塗土

ISX102

瓦 軒丸瓦 高さ(64),幅 166),厚

さ14 臀鉾留蚕とんどF岬
畑

1灰

N6/O
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図版 1
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図版 2
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図版 5
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図版 8
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図版 10
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図版 12
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図版 13
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図版 15
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